
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時間的に連続するデータが記録されると共に、該データの記録／再生動作を管理するた
めの管理情報が記録される記録媒体に対して、少なくとも管理情報更新処理を実行可能な
編集装置として、
　記録されているデータについての第１のポイントと第２のポイントを任意に入力するこ
とのできる指定操作手段と、
　前記指定操作手段の操作によって入力された第１のポイントと第２のポイントにより削
除区間を設定する区間設定手段と、
　前記区間設定手段によって設定された削除区間のデータが削除されるように管理情報の
更新動作を実行することができる管理情報更新手段と、を備え、
　前記指定操作手段は第２のポイントの入力のために、ポイント指定操作と、指定変更操
作と、決定操作が可能とされており、
　前記区間設定手段は、
　前記指定操作手段により第２のポイントについてのポイント指定操作が行なわれたら、
その第２のポイントを基準とした再生時間軸上で、第１のポイントから第２のポイントま
での間に再生されるべき全部もしくは一部のデータが記録されている１又は複数の区間と
される所定区間のデータを繰り返し再生出力させるリハーサル再生を実行させ、またリハ
ーサル再生中に指定変更操作が行なわれたら、その指定変更操作に応じた第２のポイント
の変更及びその変更された第２のポイントを基準とした所定区間のデータを繰り返し再生
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出力させるリハーサル再生を実行させることができるとともに、前記指定操作手段により
決定操作が行なわれた時点で、それまでのポイント指定操作もしくは指定変更操作で指定
されているポイントを第２のポイントの入力値として決定すること
　を特徴とする編集装置。
【請求項２】
　データ領域に記録されたデータに関する管理情報が記録された記録媒体に記録されたデ
ータを編集する編集装置において、
　前記データ領域に記録されているデータの任意の２つのポイントを指定する操作手段と
、
　前記操作手段にて第１のポイントが指定された際に該第１のポイントに基づく所定区間
再生すると共に、 前記操作手段にて第１のポイントが
指定された後に前記操作手段にて指定され ２のポイントまで 間 再生を行う再生
制御手段と、
　前記操作手段にて指定された任意の２つのポイントに挟まれる区間を削除するように前
記管理情報を更新して再記録する管理情報更新手段とを備えたこと
　を特徴とする編集装置。
【請求項３】
　データ領域に記録されたデータに関する管理情報が記録された記録媒体に記録されたデ
ータを編集する編集装置において、
　前記データ領域に記録されているデータの任意の２つのポイントを指定する操作手段と
、
　前記操作手段にて第１のポイントが指定された際に該第１のポイントまでの所定区間若
しくは前記第１のポイントからの所定区間を再生すると共に、前記操作手段にて第１のポ
イントが指定された後に第２のポイントが指定された際に前記第１のポイントと前記第２
のポイントで挟まれる削除対象区間の再生を行う再生制御手段と、
　前記操作手段にて指定された任意の２つのポイントに挟まれる区間を削除するように前
記管理情報を更新して再記録する管理情報更新手段と、
　を備えることを特徴とする編集装置。
【請求項４】
　データ領域に記録されたデータに関する管理情報が記録された記録媒体に記録されたデ
ータを編集する編集装置において、
　前記データ領域に記録されているデータの任意の２つのポイントを指定する操作手段と
、
　前記操作手段にて第１のポイントが指定された際に該第１のポイントまでの所定区間若
しくは前記第１のポイントからの所定区間を再生すると共に、前記操作手段にて第１のポ
イントが指定された後に第２のポイントが指定された際に前記第１のポイントと前記第２
のポイントで挟まれる削除対象区間の最初の所定区間と最後の所定区間の再生を行う再生
制御手段と、
　前記操作手段にて指定された任意の２つのポイントに挟まれる区間を削除するように前
記管理情報を更新して再記録する管理情報更新手段と、
　を備えることを特徴とする編集装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、時間的に連続するデータが記録されると共に、データの記録／再生動作を管
理するための管理情報が記録される光磁気ディスク等の記録媒体に対して、その管理情報
を更新することにより記録されているデータの編集を行う編集装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　各種記録媒体及びそれらに対応する記録再生装置が開発されているが、特に近年ミニデ
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ィスクシステムとして知られているように、ユーザーが自由に音楽データ等を記録できる
ものも普及している。
【０００３】
　例えばこのミニディスクシステムの場合は、ディスク上でユーザーが録音を行なった領
域（データ記録済領域）や、まだ何も録音されていない領域（データ記録可能な未記録領
域；以下、フリーエリアという）を管理するために、音楽等の主データとは別に、ユーザ
ーＴＯＣ（以下、Ｕ－ＴＯＣという）という管理情報が記録されている。そして記録装置
はこのＵ－ＴＯＣを参照しながら録音を行なう領域を判別し、また再生装置はＵ－ＴＯＣ
を参照して再生すべき領域を判別している。
【０００４】
　つまり、Ｕ－ＴＯＣには録音された各楽曲等がトラックというデータ単位で管理され、
そのスタートアドレス、エンドアドレス等が記される。また何も録音されていないフリー
エリアについては今後のデータ記録に用いることのできる領域として、そのスタートアド
レス、エンドアドレス等が記される。
【０００５】
　さらに、このようなＵ－ＴＯＣによりディスク上の領域が管理されることで、Ｕ－ＴＯ
Ｃを更新するのみで、音楽等の記録データの編集ができる。
　例えば１つのトラックを複数のトラックに分割するディバイド機能、複数のトラックを
１つのトラックに連結するコンバイン機能、再生するトラック順序に応じて与えられてい
るトラックナンバを変更させるムーブ機能、不要なトラックを削除するデリート機能（イ
レーズ機能ともいう）などの編集処理が容易でしかも迅速に実行できることになる。
　そして、ユーザはこのような機能を活用して、一旦ディスクに記録した１又は複数のト
ラックの編集を行い、個人のオリジナルディスクを作成して楽しむことができるようにな
る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、従来における編集処理としては基本的にトラック単位で行なわれるものであ
るため、実用上不便な点があった。
　例えばラジオ放送を録音した場合に、音楽の前後のナレーションやコマーシャルの音声
も一緒に録音されてしまい、その部分だけを削除したいような場合がある。また、例えば
或る曲が、イントロ－１番－２番－３番－エンディングという構成であったときに、３番
をカットして、イントロ－１番－２番－エンディングという曲に編集したいような場合も
ある。
　つまり曲（即ちトラック）の一部分のみカットしたような場合が多々あるが、このとき
は編集操作が煩雑になる。
【０００７】
　図３９でトラックの一部を削除したい場合の操作手順を示す。
　図３９（ａ）のようにトラックＴＫ１，ＴＫ２，ＴＫ３の３曲が録音されているディス
クを考える。なお、この図はディスクのデータ記録領域を半径方向に取り出して帯状に示
したイメージ図である。ＴＫ１，ＴＫ２，ＴＫ３・・・・・・はそれぞれ各トラックに再
生順に与えられているトラックナンバに相当する。
　このときユーザーが図３９（ｂ）に斜線を付したトラックＴＫ２の一部分を削除したい
と思ったとする。
【０００８】
　この場合、まず図３９（ｃ）のように、削除したい区間の始まりのポイントでデバイド
編集を行なって、トラックＴＫ２をトラックＴＫ２，ＴＫ３の２つにわける。このとき、
それまでのトラックＴＫ３は繰り下がってトラックＴＫ４として管理される。
【０００９】
　次に図３９（ｄ）のように、削除したい区間の終のポイントでデバイド編集を行ない、
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トラックＴＫ３をトラックＴＫ３，ＴＫ４の２つにわける。それまでのトラックＴＫ４は
繰り下がってトラックＴＫ５として管理される。
　この時点で削除したい区間のみがトラックＴＫ３として管理されていることになるため
、図３９（ｅ）のようにトラックＴＫ３に対してデリート編集を行ない、トラックＴＫ３
の部分がフリーエリアとして管理されるようにする。これで図３９（ｂ）の斜線区間は消
去されたことになる。これに伴ってそれまでのトラックＴＫ４，ＴＫ５は繰り上がってト
ラックＴＫ３，ＴＫ４として管理される。
【００１０】
　次に、図３９（ｆ）のように、トラックＴＫ２とトラックＴＫ３のコンバイン編集を行
なう。つまり図３９（ｅ）の時点のトラックＴＫ２とトラックＴＫ３をそれぞれトラック
ＴＫ２を構成するパーツＴＫ２ - 1，ＴＫ２ - 2とし、トラックＴＫ２の再生時には下部に再
生動作ＰＢ T K 2  として示すように、パーツＴＫ２ - 1，ＴＫ２ - 2が連続して再生されるよう
な管理状態とする。
【００１１】
　この時点で初めて最初の目的の通りの編集、つまり図３９においてトラックＴＫ２のう
ちで斜線部分のみをカットするという編集が完了したことになる。
　そして以上の説明から分かるように、このような編集のための操作は非常に煩雑な操作
になってしまう。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明はこのような問題点を考慮して、トラックの一部を削除したいような場合に、簡
易な操作で、しかもユーザーの望むとおりの正確な編集を実行できるようにすることで編
集機能の充実を図ることを目的とする。
【００１３】
　このため、時間的に連続するデータが記録されると共に、該データの記録／再生動作を
管理するための管理情報が記録される記録媒体に対して、少なくとも管理情報更新処理を
実行可能な編集装置として、記録されているデータについての第１のポイントと第２のポ
イントを任意に入力することのできる指定操作手段と、前記指定操作手段の操作によって
入力された第１のポイントと第２のポイントにより削除区間を設定する区間設定手段と、
前記区間設定手段によって設定された削除区間のデータが削除されるように管理情報の更
新動作を実行することができる管理情報更新手段と、を備え、前記指定操作手段は第２の
ポイントの入力のために、ポイント指定操作と、指定変更操作と、決定操作が可能とされ
ており、前記区間設定手段は、前記指定操作手段により第２のポイントについてのポイン
ト指定操作が行なわれたら、その第２のポイントを基準とした再生時間軸上で、第１のポ
イントから第２のポイントまでの間に再生されるべき全部もしくは一部のデータが記録さ
れている１又は複数の区間とされる所定区間のデータを繰り返し再生出力させるリハーサ
ル再生を実行させ、またリハーサル再生中に指定変更操作が行なわれたら、その指定変更
操作に応じた第２のポイントの変更及びその変更された第２のポイントを基準とした所定
区間のデータを繰り返し再生出力させるリハーサル再生を実行させることができるととも
に、前記指定操作手段により決定操作が行なわれた時点で、それまでのポイント指定操作
もしくは指定変更操作で指定されているポイントを第２のポイントの入力値として決定す
るようにする。
【００１４】
　さらに、データ領域に記録されたデータに関する管理情報が記録された記録媒体に記録
されたデータを編集する編集装置において、前記データ領域に記録されているデータの任
意の２つのポイントを指定する操作手段と、前記操作手段にて第１のポイントが指定され
た際に該第１のポイントに基づく所定区間再生すると共に、

前記操作手段にて第１のポイントが指定された後に前記操作手段にて指定され
２のポイントまで 間 再生を行う再生制御手段と、前記操作手段にて指定された任意
の２つのポイントに挟まれる区間を削除するように前記管理情報を更新して再記録する管
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理情報更新手段とを備える。
【００１５】
　また、データ領域に記録されたデータに関する管理情報が記録された記録媒体に記録さ
れたデータを編集する編集装置において、前記データ領域に記録されているデータの任意
の２つのポイントを指定する操作手段と、前記操作手段にて第１のポイントが指定された
際に該第１のポイントまでの所定区間若しくは前記第１のポイントからの所定区間を再生
すると共に、前記操作手段にて第１のポイントが指定された後に第２のポイントが指定さ
れた際に前記第１のポイントと前記第２のポイントで挟まれる削除対象区間の再生を行う
再生制御手段と、前記操作手段にて指定された任意の２つのポイントに挟まれる区間を削
除するように前記管理情報を更新して再記録する管理情報更新手段とを備える。
【００１６】
　さらに、データ領域に記録されたデータに関する管理情報が記録された記録媒体に記録
されたデータを編集する編集装置において、前記データ領域に記録されているデータの任
意の２つのポイントを指定する操作手段と、前記操作手段にて第１のポイントが指定され
た際に該第１のポイントまでの所定区間若しくは前記第１のポイントからの所定区間を再
生すると共に、前記操作手段にて第１のポイントが指定された後に第２のポイントが指定
された際に前記第１のポイントと前記第２のポイントで挟まれる削除対象区間の最初の所
定区間と最後の所定区間の再生を行う再生制御手段と、前記操作手段にて指定された任意
の２つのポイントに挟まれる区間を削除するように前記管理情報を更新して再記録する管
理情報更新手段とを備える。
【発明の効果】
【００１７】
　以上説明したように本発明の編集装置は、時間的に連続するデータについての第１のポ
イントと第２のポイントを任意に入力することのできる指定操作手段と、この指定操作手
段の操作によって入力された第１のポイントと第２のポイントにより削除区間を設定する
区間設定手段と、区間設定手段によって設定された削除区間のデータが削除されるように
管理情報の更新動作を実行することができる管理情報更新手段とを備えているようにした
ため、ユーザーは削除したい区間に応じて第１のポイントと第２のポイントを指定すれば
、その第１のポイントと第２のポイントに規定される区間、例えば再生時間軸上で第１の
ポイントのデータ再生時点と第２のポイントのデータ再生時点との間において再生される
べきデータが記録されている１又は複数の区間が削除される。従って不要な部分を削除す
る編集動作が非常に簡易な操作で実現できるようになるという効果がある。
【００１８】
　さらに第１のポイントもしくは第２のポイントについてのポイント指定操作が行なわれ
たら、そのポイントを基準とした所定区間のデータを繰り返し再生出力させるリハーサル
再生を実行させることで、削除しようとする区間をユーザーに提示でき、間違った削除を
防止できる。
【００１９】
　またリハーサル再生中に指定変更操作が行なわれたら、その指定変更操作に応じたポイ
ントの変更及びその変更されたポイントを基準とした所定区間のデータを繰り返し再生出
力させるリハーサル再生を実行させ、決定操作が行なわれた時点で、それまでのポイント
指定操作もしくは指定変更操作で指定されているポイントを第１のポイントもしくは第２
のポイントの入力値として決定するようにするため、ユーザーはリハーサル再生出力を確
認しながら削除すべき区間を調整していくことができる。つまり簡易な動作と分かり易い
削除ポイント提示が行なわれ、これによって簡易かつ正確な削除編集が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の編集操作の実施の形態について説明する。
　この実施の形態としての例は光磁気ディスク（ミニディスク）を記録媒体として用い、
編集装置としての機能を備えた記録再生装置とする。

10

20

30

40

50

(5) JP 3858931 B2 2006.12.20



　説明は次の順序で行なう。

＜１．記録再生装置の構成＞
＜２．クラスタフォーマット＞
＜３．Ｕ－ＴＯＣセクター＞
＜４．Ｕ－ＴＯＣによる管理例＞
＜５．区間デリート処理＞
＜６．区間デリート処理におけるリハーサル機能＞
＜７．リハーサル動作を伴う区間デリート処理＞
　　（ａ．区間デリート動作例 1）
　　（ｂ．区間デリート動作例 2）
　　（ｃ．区間デリート動作例 3）
　　（ｄ．区間デリート動作例 4）
　　（ｅ．区間デリート動作例 5）
　　（ｆ．区間デリート動作例 6）
　　（ｇ．区間デリート動作例 7）
　　（ｈ．区間デリート動作例 8）
＜８．他の区間デリート処理例＞
【００２１】

＜１．記録再生装置の構成＞

　まず図１、図２によりミニディスク記録再生装置の構成について説明する。
　図１は記録再生装置の外観例を示すものである。
　この記録再生装置の前面パネルには液晶表示装置等による表示部２０が形成されている
。この表示部２０には記録／再生しているディスクの動作状態、トラックナンバ、記録時
間／再生時間、編集動作状態、再生モード等が示される。さらにミニディスクシステムで
はディスクに文字情報が記録できるが、その文字情報の入力の際の入力文字の表示や、デ
ィスクから読み出した文字情報の表示などが実行される。
【００２２】
　電源キー３３は記録再生装置の電源オン／オフの操作のために設けられる。
　また前面パネルには記録再生装置にディスクを挿入し、またイジェクトキー３４の操作
に応じてディスクが脱却されるディスク挿入部２２が設けらる。
【００２３】
　またこの前面パネルには記録／再生に関する操作のための各種操作手段が設けられる。
すなわち、再生キー２４、一時停止キー２３、停止キー２５、録音キー２６、頭だしアク
セス動作を実行させるＡＭＳ操作ダイヤル２７（以下、ジョグダイヤルという）、高速再
生動作を実行させるサーチキー２８などが設けられる。これらはいわゆる音声の記録／再
生動作に関する基本的な操作キーとなる。
　ジョグダイヤル２７は、その回転操作により、ＡＭＳ（頭だしサーチ）を指示する操作
部となるが、エディット（編集）モードの１つである文字入力モード（ディスクネーム入
力モードもしくはトラックネーム入力モード）においては、ジョグダイヤル２７の回転操
作が、文字選択のためのインクリメント／デクリメント操作となる。
【００２４】
　また特に本例の場合、区間デリートという機能がエディットモードの１つとして用意さ
れるものであるが、この区間デリートモードにおいては、ジョグダイヤル２７の回転操作
が、区間デリート処理の始点ポイント、終点ポイントの指定操作の際における、ポイント
調整操作に用いられる。詳細は後述する。
【００２５】
　また、ジョグダイヤル２７は押圧操作可能とされ、この押圧操作はディスクネーム入力
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モード、トラックネーム入力モード、プログラム設定モード、マルチアクセス設定モード
などにおけるエンター操作として機能する。さらにジョグダイヤル２６は押圧操作は、再
生キー２４の操作と同様に再生操作を兼ねるようにしてもよい。また、ジョグダイヤル２
７は押圧操作が、区間デリートモードにおける始点ポイント、終点ポイントの指定操作に
ついてのエンター操作として機能するようにしてもよい。
【００２６】
　これらの操作手段とともに、数字キー３９が設けられる。
　この数字キー３９は例えば『１』キーから『２５』キー、及び２６以上の数字を入力す
るための『＞２５』キーが設けられる。
　数字キー３９は、再生させるトラックナンバをダイレクトに選択する場合や、プログラ
ム再生モード、マルチアクセス再生モードでのトラックナンバ選択などに用いることがで
きる。
【００２７】
　エディットモードの操作のためのキーとしてエディットキー２９、イエスキー３０、キ
ャンセルキー３１が設けられる。
　エディットキー２９は各種エディットモードの呼出し及び終了の操作のために用いられ
、またイエスキー３０、キャンセルキー３１がエディット中の操作に用いられる。例えば
イエスキー３０はエンター操作として、またキャンセルキー３１は取消操作として用いら
れる。
【００２８】
　エディットモードとしては、各トラックに対して曲名などの文字を入力するトラックネ
ーム入力モード、ディスクに対して名称などの文字を入力するディスクネーム入力モード
、登録されている文字情報を消去するネームイレーズモード、１つのトラックを複数のト
ラックに分割するディバイドモード、複数のトラックを１つのトラックに連結するコンバ
インモード、トラックを消去するイレーズモードなどがある。
【００２９】
　そして本例の場合さらに区間デリートモードが用意される。また区間デリートモードに
おける始点ポイント、終点ポイントの指定操作に用いるための区間デリートポイント指定
キー３９（以下、『指定キー』という）が設けられる。
　なお、本例ではポイントの指定操作をこの指定キー３９で行なうようにして説明するが
、例えばイエスキー３０に指定キー３９の機能を兼用させ、イエスキー３０の１回目の操
作が指定操作、２回目の操作がエンター操作として機能させるようにすることも考えられ
る。もちろん、他のキー又は操作部に指定キー３９の機能を持たせてもよい。
【００３０】
　再生モードの操作のためのキーとして連続再生キー３５、プログラムキー３６、シャッ
フルキー３７、マルチアクセスキー３８が設けられる。
　これらのキーを操作することで、再生モードが、連続再生モード、プログラム再生モー
ド、シャッフル再生モード、マルチアクセス再生モードのいずれかが設定される。
【００３１】
　なお本例では説明上これらの操作手段を記録再生装置の前面パネルに配するようにして
いるが、例えば記録再生装置を赤外線などによるリモートコマンダーにより操作可能とし
、そのリモートコマンダー上にこれらの操作手段を設けるようにしてもよい。
【００３２】
　図１のようなミニディスク記録再生装置の内部構成を図２で説明する。
　音声データが記録されている光磁気ディスク１は、スピンドルモータ２により回転駆動
される。そして光磁気ディスク１に対しては記録／再生時に光学ヘッド３によってレーザ
光が照射される。
【００３３】
　光学ヘッド３は、記録時には記録トラックをキュリー温度まで加熱するための高レベル
のレーザ出力を行ない、また再生時には磁気カー効果により反射光からデータを検出する
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ための比較的低レベルのレーザ出力を行なう。
　このため、光学ヘッド３にはレーザ出力手段としてのレーザダイオード、偏光ビームス
プリッタや対物レンズ等からなる光学系、及び反射光を検出するためのディテクタが搭載
されている。対物レンズ３ａは２軸機構４によってディスク半径方向及びディスクに接離
する方向に変位可能に保持されている。
【００３４】
　また、ディスク１を挟んで光学ヘッド３と対向する位置に磁気ヘッド６ａが配置されて
いる。磁気ヘッド６ａは供給されたデータによって変調された磁界を光磁気ディスク１に
印加する動作を行なう。
　光学ヘッド３全体及び磁気ヘッド６ａは、スレッド機構５によりディスク半径方向に移
動可能とされている。
【００３５】
　再生動作によって、光学ヘッド３によりディスク１から検出された情報はＲＦアンプ７
に供給される。ＲＦアンプ７は供給された情報の演算処理により、再生ＲＦ信号、トラッ
キングエラー信号ＴＥ、フォーカスエラー信号ＦＥ、グルーブ情報（光磁気ディスク１に
プリグルーブ（ウォブリンググルーブ）として記録されている絶対位置情報）ＧＦＭ等を
抽出する。
　抽出された再生ＲＦ信号はエンコーダ／デコーダ部８に供給される。また、トラッキン
グエラー信号ＴＥ、フォーカスエラー信号ＦＥはサーボ回路９に供給され、グルーブ情報
ＧＦＭはアドレスデコーダ１０に供給される。
【００３６】
　サーボ回路９は供給されたトラッキングエラー信号ＴＥ、フォーカスエラー信号ＦＥや
、マイクロコンピュータにより構成されるシステムコントローラ１１からのトラックジャ
ンプ指令、アクセス指令、スピンドルモータ２の回転速度検出情報等により各種サーボ駆
動信号を発生させ、２軸機構４及びスレッド機構５を制御してフォーカス及びトラッキン
グ制御を行ない、またスピンドルモータ２を一定線速度（ＣＬＶ）に制御する。
【００３７】
　アドレスデコーダ１０は供給されたグルーブ情報ＧＦＭをデコードしてアドレス情報を
抽出する。このアドレス情報はシステムコントローラ１１に供給され、各種の制御動作に
用いられる。
　また再生ＲＦ信号についてはエンコーダ／デコーダ部８においてＥＦＭ復調、ＣＩＲＣ
等のデコード処理が行なわれるが、このときアドレス、サブコードデータなども抽出され
、システムコントローラ１１に供給される。
【００３８】
　エンコーダ／デコーダ部８でＥＦＭ復調、ＣＩＲＣ等のデコード処理された音声データ
（セクターデータ）は、メモリコントローラ１２によって一旦バッファメモリ１３に書き
込まれる。なお、光学ヘッド３によるディスク１からのデータの読み取り及び光学ヘッド
３からバッファメモリ１３までの系における再生データの転送は 1.41Mbit/secで、しかも
通常は間欠的に行なわれる。
【００３９】
　バッファメモリ１３に書き込まれたデータは、再生データの転送が 0.3Mbit/sec となる
タイミングで読み出され、エンコーダ／デコーダ部１４に供給される。そして、音声圧縮
処理に対するデコード処理等の再生信号処理を施され、４４．１ＫＨ Z  サンプリング、１
６ビット量子化のデジタルオーディオ信号とされる。　このデジタルオーディオ信号は例
えばデジタル信号処理回路２１でイコライジング、リバーブ、ゲインなどの調整処理が行
われた後、Ｄ／Ａ変換器１５によってアナログ信号とされ、出力端子１６から所定の増幅
回路部へ供給されて再生出力される。例えばＬ，Ｒアナログオーディオ信号として出力さ
れる。
【００４０】
　デジタル信号処理回路は、いわゆるＤＳＰ（デジタルシグナルプロセッサ）などで形成
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され、各種の多様な処理を行うことができる。例えば各種モードの音響設定でのイコライ
ジング処理だけでなく、徐々にゲイン（出力音量レベル）を変化させることでフェードイ
ン、フェードアウトなどの処理等も可能である。
　なお、このような処理部をＤ／Ａ変換器１５の後段に設け、アナログ処理により行うよ
うにしてもよい。
【００４１】
　光磁気ディスク１に対して記録動作が実行される際には、入力端子１７に供給された記
録信号（アナログオーディオ信号）は、Ａ／Ｄ変換器１８によってデジタルデータとされ
た後、エンコーダ／デコーダ部１４に供給され、音声圧縮エンコード処理を施される。
　なお図示していないがデジタルインターフェース部を設けてデジタルオーディオデータ
の入出力を行なうことももちろん可能である。
【００４２】
　エンコーダ／デコーダ部１４によって圧縮された記録データはメモリコントローラ１２
によって一旦バッファメモリ１３に書き込まれ、また所定タイミングで読み出されてエン
コーダ／デコーダ部８に送られる。そしてエンコーダ／デコーダ部８でＣＩＲＣエンコー
ド、ＥＦＭ変調等のエンコード処理された後、磁気ヘッド駆動回路６に供給される。
【００４３】
　磁気ヘッド駆動回路６はエンコード処理された記録データに応じて、磁気ヘッド６ａに
磁気ヘッド駆動信号を供給する。つまり、光磁気ディスク１に対して磁気ヘッド６ａによ
るＮ又はＳの磁界印加を実行させる。また、このときシステムコントローラ１１は光学ヘ
ッドに対して、記録レベルのレーザ光を出力するように制御信号を供給する。
【００４４】
　操作部１９はユーザー操作に供される部位を示し、これは図１で説明したような各種操
作キーやダイヤルに相当する。これらの操作キーやダイヤルによる操作情報はシステムコ
ントローラ１１に供給され、システムコントローラ１１は操作情報に応じた動作制御を実
行することになる。
　また表示部２０は図１のように筺体上に設けられるもので、この表示動作はシステムコ
ントローラ１１によって制御される。
【００４５】
　システムコントローラ１１は、ＣＰＵ、プログラムＲＯＭ、ワークＲＡＭ、インターフ
ェース部等を備えたマイクロコンピュータとされるが、図示するワークＲＡＭ１１ａは、
本例の区間デリートモードの動作においては、始点ポイント、終点ポイントの指定操作が
行なわれた際の、そのポイント（指定位置）のアドレスの保持に用いられる。
【００４６】
　ところで、ディスク１に対して記録／再生動作を行なう際には、ディスク１に記録され
ている管理情報、即ちＰ－ＴＯＣ（プリマスタードＴＯＣ）、Ｕ－ＴＯＣ（ユーザーＴＯ
Ｃ）を読み出す必要がある。システムコントローラ１１はこれらの管理情報に応じてディ
スク１上の記録すべきエリアのアドレスや、再生すべきエリアのアドレスを判別すること
となる。
　この管理情報はバッファメモリ１３に保持される。
　そして、システムコントローラ１１はこれらの管理情報を、ディスク１が装填された際
に管理情報の記録されたディスクの最内周側の再生動作を実行させることによって読み出
し、バッファメモリ１３に記憶しておき、以後そのディスク１に対する記録／再生／編集
動作の際に参照できるようにしている。
【００４７】
　また、Ｕ－ＴＯＣはデータの記録や各種編集処理に応じて書き換えられるものであるが
、システムコントローラ１１は記録／編集動作のたびに、Ｕ－ＴＯＣ更新処理をバッファ
メモリ１３に記憶されたＵ－ＴＯＣ情報に対して行ない、その書換動作に応じて所定のタ
イミングでディスク１のＵ－ＴＯＣエリアについても書き換えるようにしている。
【００４８】
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＜２．クラスタフォーマット＞

　ここで、クラスタという単位について説明する。
　ミニディスクシステムにおける記録動作の単位となるクラスタのフォーマットは図３に
示される。
　ミニディスクシステムでの記録トラックとしては図３のようにクラスタＣＬが連続して
形成されており、１クラスタが記録時の最小単位とされる。１クラスタは２～３周回トラ
ック分に相当する。
【００４９】
　そして１クラスタＣＬは、セクターＳ F C～Ｓ F Fとされる４セクターのリンキング領域と
、セクターＳ 0 0～Ｓ 1 Fとして示す３２セクターのメインデータ領域から形成されている。
　１セクターは２３５２バイトで形成されるデータ単位である。
　セクターＳ F C～Ｓ F Fの４セクターはサブデータの記録やリンキングエリアとしてなどに
用いられ、ＴＯＣデータ、オーディオデータ等の記録は３２セクターのメインデータ領域
に行なわれる。
　なお、アドレスは１セクター毎に記録される。
【００５０】
　また、セクターはさらにサウンドグループという単位に細分化され、２セクターが１１
サウンドグループに分けられている。
　つまり図示するように、セクターＳ 0 0などの偶数セクターと、セクターＳ 0 1などの奇数
セクターの連続する２つのセクターに、サウンドグループＳＧ 0 0～ＳＧ 0 Aが含まれる状態
となっている。１つのサウンドグループは４２４バイトで形成されており、 11.61msec の
時間に相当する音声データ量となる。
　１つのサウンドグループＳＧ内にはデータがＬチャンネルとＲチャンネルに分けられて
記録される。例えばサウンドグループＳＧ 0 0はＬチャンネルデータＬ０とＲチャンネルデ
ータＲ０で構成され、またサウンドグループＳＧ 0 1はＬチャンネルデータＬ１とＲチャン
ネルデータＲ１で構成される。
　なお、Ｌチャンネル又はＲチャンネルのデータ領域となる２１２バイトをサウンドフレ
ームとよんでいる。
【００５１】

＜３．Ｕ－ＴＯＣセクター＞

　上記したように、ディスク１に対して記録／再生動作を行なう際には、システムコント
ローラ１１は、ディスク１に記録されている管理情報としてＰ－ＴＯＣ、Ｕ－ＴＯＣ（ユ
ーザーＴＯＣ）を読み出し、これを参照することになる。
　ここで、ディスク１においてトラック（楽曲等）の記録／再生動作などの管理を行なう
管理情報として、Ｕ－ＴＯＣセクターについて説明する。
【００５２】
　なおＴＯＣ情報としてはＵ－ＴＯＣとＰ－ＴＯＣが設けられているが、このＰ－ＴＯＣ
はディスク１の最内周側のピットエリアに形成されるもので、読出専用の情報である。そ
して、Ｐ－ＴＯＣによってディスクの記録可能エリア（レコーダブルユーザーエリア）や
、リードアウトエリア、Ｕ－ＴＯＣエリアなどの位置の管理等が行なわれる。なお、ミニ
ディスクシステムでは、全てのデータがピット形態で記録されている再生専用の光ディス
クも使用できるが、再生専用ディスクの場合は、Ｐ－ＴＯＣによってＲＯＭ化されて記録
されている楽曲の管理も行なうことができるようにされ、Ｕ－ＴＯＣは形成されない。
　Ｐ－ＴＯＣについては詳細な説明を省略し、ここでは記録可能な光磁気ディスクに設け
られるＵ－ＴＯＣについて説明する。
【００５３】
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　図４はＵ－ＴＯＣセクター０のフォーマットを示すものである。
　なお、Ｕ－ＴＯＣセクターとしてはセクター０～セクター７まで設けることができ、後
述するようにセクター１，セクター４は文字情報、セクター２は録音日時を記録するエリ
アとされる。
　まず最初に、ディスク１の記録／再生動作に必ず必要となるＵ－ＴＯＣセクター０につ
いて説明する。
【００５４】
　Ｕ－ＴＯＣセクター０は、主にユーザーが録音を行なった楽曲や新たに楽曲が録音可能
なフリーエリアについての管理情報が記録されているデータ領域とされる。
　例えばディスク１に或る楽曲の録音を行なおうとする際には、システムコントローラ１
１は、Ｕ－ＴＯＣセクター０からディスク上のフリーエリアを探し出し、ここに音声デー
タを記録していくことになる。また、再生時には再生すべき楽曲が記録されているエリア
をＵ－ＴＯＣセクター０から判別し、そのエリアにアクセスして再生動作を行なう。
【００５５】
　Ｕ－ＴＯＣセクター０のデータ領域（４バイト× 588 の２３５２バイト）は、先頭位置
にオール０又はオール１の１バイトデータが並んで形成される同期パターンが記録される
。
　続いてクラスタアドレス (Cluster H) (Cluster L) 及びセクターアドレス (Sector)とな
るアドレスや、モード情報 (MODE)が４バイト付加され、以上でヘッダとされる。
【００５６】
　セクターとは、上述のように２３５２バイトのデータ単位であり、３６セクターが１ク
ラスタとなる。同期パターンやアドレスについては、このＵ－ＴＯＣセクター０に限らず
、Ｐ－ＴＯＣセクターや、実際に音声データが記録されるデータセクターでも、そのセク
ター単位に記録されている。
　クラスタアドレスは、上位アドレス (Cluster H) と下位アドレス (Cluster L) の２バイ
トで記され、セクターアドレス (Sector)は１バイトで記される。
　続いて所定バイト位置に、メーカーコード、モデルコード、最初のトラックのトラック
ナンバ (First TNO）、最後のトラックのトラックナンバ（ Last TNO）、セクター使用状況
(Used sectors)、ディスクシリアルナンバ、ディスクＩＤ等のデータが記録される。
【００５７】
　さらに、ユーザーが録音を行なって記録されているトラック（楽曲等）の領域やフリー
エリア等を後述する管理テーブル部に対応させることによって識別するため、対応テーブ
ル指示データ部として各種のテーブルポインタ (P-DFA， P-EMPTY ， P-FRA ， P-TNO1～ P-TN
O255) が記録される領域が用意されている。
【００５８】
　そしてテーブルポインタ (P-DFA～ P-TNO255) に対応させることになる管理テーブル部と
して (01h) ～ (FFh) までの２５５個のパーツテーブルが設けられ、それぞれのパーツテー
ブルには、或るパーツについて起点となるスタートアドレス、終端となるエンドアドレス
、そのパーツのモード情報（トラックモード）が記録されている。さらに各パーツテーブ
ルで示されるパーツが他のパーツへ続いて連結される場合があるため、その連結されるパ
ーツのスタートアドレス及びエンドアドレスが記録されているパーツテーブルを示すリン
ク情報が記録できるようにされている。
　なお本明細書において『ｈ』を付した数値はいわゆる１６進表記のものである。また、
パーツとは１つのトラック内で時間的に連続したデータが物理的に連続して記録されてい
るトラック部分のことをいう。
【００５９】
　この種の記録再生装置では、１つの楽曲のデータを物理的に不連続に、即ち複数のパー
ツにわたって記録されていてもパーツ間でアクセスしながら再生していくことにより再生
動作に支障はないため、ユーザーが録音する楽曲等については、録音可能エリアの効率使
用等の目的から、複数パーツにわけて記録する場合もある。
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【００６０】
　そのため、リンク情報が設けられ、例えば各パーツテーブルに与えられたナンバ (01h) 
～ (FFh) によって、連結すべきパーツテーブルを指定することによってパーツテーブルが
連結できるようになされている。
　つまりＵ－ＴＯＣセクター０における管理テーブル部においては、１つのパーツテーブ
ルは１つのパーツを表現しており、例えば３つのパーツが連結されて構成される楽曲につ
いてはリンク情報によって連結される３つのパーツテーブルによって、そのパーツ位置の
管理はなされる。
　なお、実際にはリンク情報は所定の演算処理によりＵ－ＴＯＣセクター０内のバイトポ
ジションとされる数値で示される。即ち、３０４＋（リンク情報）×８（バイト目）とし
てパーツテーブルを指定する。
【００６１】
　Ｕ－ＴＯＣセクター０の管理テーブル部における (01h) ～ (FFh) までの各パーツテーブ
ルは、対応テーブル指示データ部におけるテーブルポインタ (P-DFA， P-EMPTY ， P-FRA ，
P-TNO1～ P-TNO255) によって、以下のようにそのパーツの内容が示される。
【００６２】
　テーブルポインタ P-DFA は光磁気ディスク１上の欠陥領域に付いて示しており、傷など
による欠陥領域となるトラック部分（＝パーツ）が示された１つのパーツテーブル又は複
数のパーツテーブル内の先頭のパーツテーブルを指定している。つまり、欠陥パーツが存
在する場合はテーブルポインタ P-DFA において (01h) ～ (FFh) のいづれかが記録されてお
り、それに相当するパーツテーブルには、欠陥パーツがスタート及びエンドアドレスによ
って示されている。また、他にも欠陥パーツが存在する場合は、そのパーツテーブルにお
けるリンク情報として他のパーツテーブルが指定され、そのパーツテーブルにも欠陥パー
ツが示されている。そして、さらに他の欠陥パーツがない場合はリンク情報は例えば『 (0
0h) 』とされ、以降リンクなしとされる。
【００６３】
　テーブルポインタ P-EMPTY は管理テーブル部における１又は複数の未使用のパーツテー
ブルの先頭のパーツテーブルを示すものであり、未使用のパーツテーブルが存在する場合
は、テーブルポインタ P-EMPTY として、 (01h) ～ (FFh) のうちのいづれかが記録される。
未使用のパーツテーブルが複数存在する場合は、テーブルポインタ P-EMPTY によって指定
されたパーツテーブルからリンク情報によって順次パーツテーブルが指定されていき、全
ての未使用のパーツテーブルが管理テーブル部上で連結される。
【００６４】
　テーブルポインタ P-FRA は光磁気ディスク１上のデータの書込可能なフリーエリア（消
去領域を含む）について示しており、フリーエリアとなるトラック部分（＝パーツ）が示
された１又は複数のパーツテーブル内の先頭のパーツテーブルを指定している。つまり、
フリーエリアが存在する場合はテーブルポインタ P-FRA において (01h) ～ (FFh) のいづれ
かが記録されており、それに相当するパーツテーブルには、フリーエリアであるパーツが
スタート及びエンドアドレスによって示されている。また、このようなパーツが複数個有
り、つまりパーツテーブルが複数個有る場合はリンク情報により、リンク情報が『 (00h) 
』となるパーツテーブルまで順次指定されている。
【００６５】
　図５にパーツテーブルにより、フリーエリアとなるパーツの管理状態を模式的に示す。
これはパーツ (03h)(18h)(1Fh)(2Bh)(E3h) がフリーエリアとされている時に、この状態が
テーブルポインタ P-FRA に引き続きパーツテーブル (03h)(18h)(1Fh)(2Bh)(E3h) のリンク
によって表現されている状態を示している。なお上記した欠陥領域や未使用パーツテーブ
ルの管理形態もこれと同様となる。
【００６６】
　ところで、全く楽曲等の音声データの記録がなされておらず欠陥もない光磁気ディスク
であれば、テーブルポインタ P-FRA によってパーツテーブル (01h) が指定され、これによ
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ってディスクのレコーダブルユーザーエリアの全体がフリーエリアであることが示される
。そして、この場合残る (02h) ～ (FFh) のパーツテーブルは使用されていないことになる
ため、上記したテーブルポインタ P-EMPTY によってパーツテーブル (02h) が指定され、ま
た、パーツテーブル (02h) のリンク情報としてパーツテーブル (03h) が指定され・・・・
・・、というようにパーツテーブル (FFh) まで連結される。この場合パーツテーブル (FFh
) のリンク情報は以降連結なしを示す『 (00h) 』とされる。
　なお、このときパーツテーブル (01h) については、スタートアドレスとしてはレコーダ
ブルユーザーエリアのスタートアドレスが記録され、またエンドアドレスとしてはリード
アウトスタートアドレスの直前のアドレスが記録されることになる。
【００６７】
　テーブルポインタ P-TNO1～ P-TNO255は、光磁気ディスク１にユーザーが記録を行なった
楽曲などのトラックについて示しており、例えばテーブルポインタ P-TNO1では第１トラッ
クのデータが記録された１又は複数のパーツのうちの時間的に先頭となるパーツが示され
たパーツテーブルを指定している。
　例えば第１トラックとされた楽曲がディスク上でトラックが分断されずに、つまり１つ
のパーツで記録されている場合は、その第１トラックの記録領域はテーブルポインタ P-TN
O1で示されるパーツテーブルにおけるスタート及びエンドアドレスとして記録されている
。
【００６８】
　また、例えば第２トラックとされた楽曲がディスク上で複数のパーツに離散的に記録さ
れている場合は、その第２トラックの記録位置を示すため各パーツが時間的な順序に従っ
て指定される。つまり、テーブルポインタ P-TNO2に指定されたパーツテーブルから、さら
にリンク情報によって他のパーツテーブルが順次時間的な順序に従って指定されて、リン
ク情報が『 (00h) 』となるパーツテーブルまで連結される（上記、図５と同様の形態）。
　このように例えば２曲目を構成するデータが記録された全パーツが順次指定されて記録
されていることにより、このＵ－ＴＯＣセクター０のデータを用いて、２曲目の再生時や
、その２曲目の領域への上書き記録を行なう際に、光学ヘッド３及び磁気ヘッド６をアク
セスさせ離散的なパーツから連続的な音楽情報を取り出したり、記録エリアを効率使用し
た記録が可能になる。
【００６９】
　以上のように、書換可能な光磁気ディスク１については、ディスク上のエリア管理はＰ
－ＴＯＣによってなされ、またレコーダブルユーザーエリアにおいて記録された楽曲やフ
リーエリア等はＵ－ＴＯＣにより行なわれる。
【００７０】
　次に、図６にＵ－ＴＯＣセクター１のフォーマットを示す。このセクター１は録音され
た各トラックにトラックネームをつけたり、ディスクタイトルをつける場合に、入力され
た文字情報を記録するデータ領域とされる。
【００７１】
　このＵ－ＴＯＣセクター１には、記録された各トラックに相当する文字スロット指示デ
ータ部としてスロットポインタ P-TNA1～ P-TNA255が用意され、またこのスロットポインタ
P-TNA1～ P-TNA255によって指定される文字スロット部が１単位８バイトで２５５単位のス
ロット (01h) ～ (FFh) として用意されており、上述したＵ－ＴＯＣセクター０とほぼ同様
の形態で文字データを管理する。
【００７２】
　スロット (01h) ～ (FFh) にはディスクタイトルやトラックネームとしての文字情報がア
スキーコードで記録される。なお、スロット (01h) の前の８バイトはディスクネームの専
用エリアとされている。
　そして、例えばスロットポインタ P-TNA1によって指定されるスロットには第１トラック
に対応してユーザーが入力した文字が記録されていることになる。また、スロットがリン
ク情報によりリンクされることで、１つのトラックに対応する文字入力は７バイト（７文
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字）より大きくなっても対応できる。
　なお、このＵ－ＴＯＣセクター１でもスロットポインタ P-EMPTY は使用していないパー
ツテーブルを管理するものである。
【００７３】
　次に、図７はＵ－ＴＯＣセクター２のフォーマットを示しており、このセクター２は、
主にユーザーが録音を行なった楽曲の録音日時を記録するデータ領域とされる。
【００７４】
　このＵ－ＴＯＣセクター２には、記録された各楽曲に相当する日時スロット指示データ
部としてスロットポインタ P-TRD1～ P-TRD255が用意され、またこのスロットポインタ P-TR
D1～ P-TRD255によって指定される日時スロット部が用意される。日時スロット部には１単
位８バイトで２５５単位のスロット (01h) ～ (FFh) が形成されており、上述したＵ－ＴＯ
Ｃセクター０とほぼ同様の形態で日時データを管理する。
【００７５】
　スロット (01h) ～ (FFh) には楽曲（トラック）の録音日時が６バイトで記録される。６
バイトはそれぞれ１バイトづつ、年、月、日、時、分、秒に相当する数値が記録される。
また、残りの２バイトはメーカーコード及びモデルコードとされ、その楽曲を録音した記
録装置の製造者を示すコードデータ、及び録音した記録装置の機種を示すコードデータが
記録される。
　なお、スロット (01h) の前の８バイトのスロットはディスクに対しての録音日時データ
のためのエリアとされている。
【００７６】
　例えばディスクに曲が第１曲目としてが録音されると、スロットポインタ P-TRD1によっ
て指定されるスロットにはその録音日時及び録音装置のメーカーコード、モデルコードが
記録される。録音日時データはシステムコントローラ１１が内部時計１１ａを参照して自
動的に記録することになる。
【００７７】
　なお、このＵ－ＴＯＣセクター２でもスロットポインタ P-EMPTY は使用していないスロ
ットを管理するものである。使用されていないスロットについては、モデルコードに代え
てリンク情報が記録されており、スロットポインタ P-EMPTY を先頭に各未使用のスロット
がリンク情報でリンクされて管理されている。
【００７８】
　Ｕ－ＴＯＣセクター４は、上記したセクター１と同様に、ユーザーが録音を行なった楽
曲に曲名をつけたり、ディスクタイトルをつける場合に、入力された文字情報を記録する
データ領域とされ、フォーマットは図６とほぼ同様であるため図示を省略する。
　ただし、このセクターは漢字や欧州文字に対応するコードデータが記録されるものであ
り、図６のセクター１のデータに加えて、所定バイト位置にキャラクタコードとして使用
する文字コードの属性が記録される。
　このＵ－ＴＯＣセクター４の文字情報の管理は、セクター１と同様に文字スロット指示
データ部としてスロットポインタ P-TNA1～ P-TNA255及びスロットポインタ P-TNA1～ P-TNA2
55によって指定される２５５単位のスロット (01h) ～ (FFh) によって行なわれる。
【００７９】

＜４．Ｕ－ＴＯＣによる管理例＞

　ここで、光磁気ディスク１のエリア構造を説明し、Ｐ－ＴＯＣ、Ｕ－ＴＯＣにより管理
される記録状態例を述べる。
　図８（ａ）はディスク１のエリア構造をその半径方向に模式的に示したものである。
　光磁気ディスクの場合、大きくわけて図８（ａ）にピットエリアとして示すようにエン
ボスピットによりデータが記録されているエリアと、いわゆる光磁気エリアとされてグル
ーブ（溝）が設けられているグルーブエリアに分けられる。
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【００８０】
　ここでピットエリアとしてはＰ－ＴＯＣが繰り返し記録されており、このＰ－ＴＯＣに
おいて、Ｕ－ＴＯＣの位置がＵ－ＴＯＣスタートアドレスＵＳＴ A  として示され、また、
リードアウトスタートアドレスＬＯ A  、レコーダブルユーザーエリアスタートアドレスＲ
ＳＴ A  、パワーキャリブレーションエリアスタートアドレスＰＣ A  等、図８（ａ）に示す
各位置についてのアドレスが示されていることになる。
【００８１】
　この光磁気ディスク１の最内周側のピットエリアに続いてグルーブエリアが形成される
が、このグルーブエリア内のうちＰ－ＴＯＣ内のリードアウトスタートアドレスＬＯ A  と
して示されるアドレスまでのエリアが、記録可能なレコーダブルエリアとされ、以降はリ
ードアウトエリアとされている。
　さらにこのレコーダブルエリアのうち、実際に音楽等のデータが記録されるレコーダブ
ルユーザーエリアは、レコーダブルユーザーエリアスタートアドレスＲＳＴ A  から、リー
ドアウトスタートアドレスＬＯ A  の直前の位置までとなる。
【００８２】
　そして、グルーブエリア内においてレコーダブルユーザーエリアスタートアドレスＲＳ
Ｔ A  より前となるエリアは、記録再生動作のための管理エリアとされ、上記したＵ－ＴＯ
Ｃが記録され、またパワーキャリブレーションエリアスタートアドレスＰＣ A  として示さ
れる位置から１クラスタ分がレーザーパワーのキャリブレーションエリアとして設けられ
る。
　Ｕ－ＴＯＣはこの記録再生動作のための管理エリア内においてＵ－ＴＯＣスタートアド
レスＵＳＴ A  に示される位置から３クラスタ（１クラスタ＝３６セクター）連続して記録
される。
【００８３】
　実際の音声データは例えば図８（ａ）に例示するように、レコーダブルユーザーエリア
に記録される。この例では、４トラック（楽曲）Ｍ 1  ～Ｍ 4  が記録されている場合を示し
ている。
　まずアドレスＡ 0  ～Ａ 1  のパーツとして第１曲目となるトラックＭ 1  が記録され、また
第２曲目となるトラックＭ 2  はアドレスＡ 2  ～Ａ 3  に記録された前半部分のパーツＭ 2 - 1  
とアドレスＡ 6  ～Ａ 7  に記録された後半部分のパーツＭ 2 - 2  にわかれて記録されている。
また、第３曲目となるトラックＭ 3  はアドレスＡ 4  ～Ａ 5  のパーツに記録され、第４曲目
となるトラックＭ 4  はアドレスＡ 8  ～Ａ 9  のパーツに記録されている。
　この状態で、まだ楽曲の記録されていないフリーエリアＦ 1  はアドレスＡ 1 0～Ａ 1 1のパ
ーツとなる。
【００８４】
　この図８（ａ）の状態を管理するＵ－ＴＯＣセクター０のデータ例を図９に示す。
　なお、この図９において、Ｕ－ＴＯＣ内のテーブルポインタやリンク情報としての１バ
イトデータが『００ｈ』とされている部分、及びスタートアドレス、エンドアドレスとし
ての３バイトデータが『００００００ｈ』とされている部分については、『－』と表記し
て示している。
　また各パーツテーブルの右側に、対応するパーツ／トラックを示している。
　さらに、光磁気ディスク１上でのレコーダブルユーザーエリアに欠陥は無いものとし、
従ってテーブルポインタ P-DFA  は『００ｈ』とされている。
【００８５】
　図８（ａ）の記録状態では、テーブルポインタ P-FRA はフリーエリアを管理するため、
例えばこの場合、テーブルポインタ P-FRA に（０６ｈ）というパーツテーブルが示されて
いるとすると、これに対応してパーツテーブル（０６ｈ）には、図８（ａ）でのフリーエ
リアＦ 1  となるパーツについての情報が示されている。つまりアドレスＡ 1 0がスタートア
ドレス、アドレスＡ 1 1がエンドアドレスとして示される。なお、この場合他のフリーエリ
アパーツは存在しないため、パーツテーブル（０６ｈ）のリンク情報は『００ｈ』とされ
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る。
【００８６】
　また第１トラックＭ 1  についてはテーブルポインタ P-TNO1に示される（０１ｈ）のパー
ツテーブルにおいてそのスタートアドレスＡ 0  及びエンドアドレスＡ 1  が示される。トラ
ックＭ 1  は１つのパーツとして記録されているため、パーツテーブル（０１ｈ）のリンク
情報は『００ｈ』とされている。
【００８７】
　第２トラックＭ 2  については、テーブルポインタ P-TNO2に示される（０２ｈ）のパーツ
テーブルにおいてそのスタートアドレスＡ 2  及びエンドアドレスＡ 3  が示されている。た
だしトラックＭ 2  は２つのパーツ（Ｍ 2 - 1  とＭ 2 - 2  ）に別れて記録されており、アドレス
Ａ 2  及びアドレスＡ 3  はトラックＭ 2  の前半部分のパーツＭ 2 - 1  を示すのみである。そこ
でパーツテーブル（０２ｈ）のリンク情報として例えばパーツテーブル（０４ｈ）が示さ
れ、パーツテーブル（０４ｈ）には後半部分のパーツＭ 2 - 2  のパーツを示すべく、スター
トアドレスＡ 6  及びエンドアドレスＡ 7  が記録されている。以降リンクは不要であるため
パーツテーブル
（０４ｈ）のリンク情報は『００ｈ』とされている。
【００８８】
　第３トラックＭ 3  ，第４トラックＭ 4  についてもそれぞれテーブルポインタ P-TNO3， P-
TNO4を起点として得られるパーツテーブルによってそのパーツ位置が管理されている。な
お、４曲しか録音されていないため、テーブルポインタ P-TNO5～ P-TNO255までは使用され
ておらず『００ｈ』とされている。
　また、使用していないパーツテーブルを示すテーブルポインタ P-EMPTY は、この場合パ
ーツテーブル（０７ｈ）を示しており、パーツテーブル（０７ｈ）からパーツテーブル（
ＦＦｈ）までの全ての未使用のパーツテーブルがリンク情報によってリンクされている。
【００８９】

＜５．区間デリート処理＞

　上述のようにＵ－ＴＯＣデータの更新による各種編集動作が可能であるが、本例におい
ては特に区間デリートという編集処理を実現することで、トラック内の一部をデリートす
る編集作業の簡易化を実現する。
【００９０】
　この区間デリート編集という編集モードについて図８（ｂ）（ｃ）及び図１０で説明す
る。
　上述の図８（ａ）の記録状態において、ユーザーがトラックＭ 3  内の一部として、図８
（ｂ）に斜線を付した区間を削除したいと思ったとする。
【００９１】
　この場合、本例では、ユーザーは区間デリートモードとする操作を行なった後、区間デ
リート処理の対象となる区間の開始位置となる始点ポイントを指定する始点ポイント指定
操作ＤＳを行ない、また区間デリート処理の対象となる区間の終点位置となる終点ポイン
トを指定する終点ポイント指定操作ＤＥを行なう。
【００９２】
　ここで始点ポイント指定操作ＤＳで指定されたディスク１上のアドレス（区間デリート
開始アドレス）がアドレスＡ 2 2であったとする。また終点ポイント指定操作ＤＥで指定さ
れたディスク１上のアドレス（区間デリート終了アドレス）がアドレスＡ 2 3であったとす
る。
　するとシステムコントローラ１１は、この区間デリート開始アドレスＡ 2 2から区間デリ
ート終了アドレスＡ 2 3までの区間が削除された状態になるようにＵ－ＴＯＣを更新する。
【００９３】
　つまり図８（ｃ）に示すようにトラックＭ 3  が、アドレスＡ 4  からＡ 2 1までのパーツＭ
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3 - 1  と、アドレスＡ 2 4からＡ 5  までのパーツＭ 3 - 2  という２つのパーツにより構成された
トラックとなるようにし、また区間デリート開始アドレスＡ 2 2から区間デリート終了アド
レスＡ 2 3までの区間はフリーエリアＦ 2  となるようにする。
【００９４】
　一例としては、上述した図９のようなデータ例によって管理されていた図８（ａ）の状
態から、区間デリートモードでの始点ポイント指定操作ＤＳ、終点ポイント指定操作ＤＥ
に応じて、Ｕ－ＴＯＣセクター０が図１０のように更新され、これによって図８（ｃ）の
状態が実現されることになる。
　なお、図１０において斜線を付した部分は、図９の状態から更新された部分を示してい
る。
【００９５】
　即ち、アドレスＡ 4  からＡ 2 1までをトラックＭ 3  を構成するパーツＭ 3 - 1  とするため、
パーツテーブル（０３ｈ）のエンドアドレスが『Ａ 2 1』に書き換えられ、またパーツＭ 3 -

2  をリンクさせるためにリンク情報として例えばパーツテーブル（０８ｈ）が指定される
。そしてパーツテーブル（０８ｈ）においてパーツＭ 3 - 2  としてのスタートアドレス『Ａ

2 4』とエンドアドレス『Ａ 5  』が記述され、リンク情報は『００ｈ』とされる。
【００９６】
　一方、フリーエリアとして２つのフリーエリアＦ 1  ，Ｆ 2  が発生することになるため、
図９でフリーエリアＦ 1  を管理していたパーツテーブル（０６ｈ）においてリンク情報で
例えばパーツテーブル（０７ｈ）が指定される。そしてパーツテーブル（０７ｈ）では、
新たに発生したフリーエリアＦ 2  としてのスタートアドレス『Ａ 2 2』とエンドアドレス『
Ａ 2 3』が記述され、リンク情報は『００ｈ』とされる。
　また新たにパーツテーブル（０７ｈ）（０８ｈ）が使用されたことにともなって、テー
ブルポインタ P-EMPTY の値が『０９ｈ』に更新され、パーツテーブル（０９ｈ）～（ＦＦ
ｈ）までが未使用パーツテーブルとして管理される。
【００９７】
　このようにＵ－ＴＯＣセクター０が更新されることで、図８（ｃ）のようにトラックＭ

3  の中の一部が削除された状態が実現される。即ちトラックＭ 3  の再生動作としては下部
に矢印ＰＢＭ 3  として示すように、パーツＭ 3 - 1  とパーツＭ 3 - 2  という２つのパーツが時
間的に連続して行なわれることになる。
【００９８】
　即ち本例ではこのような区間デリート処理が行なわれることで、図３９で説明したよう
な煩雑な編集作業は不要となり、削除したい区間を指定するのみという簡単な動作で所望
のトラックにおける部分的な削除が可能となる。
【００９９】

＜６．区間デリート処理におけるリハーサル機能＞

　ところで、上記したように区間デリートモードにおいてユーザーは、区間デリート処理
の対象となる区間の開始位置となる始点ポイントを指定する始点ポイント指定操作ＤＳと
、区間デリート処理の対象となる区間の終点位置となる終点ポイントを指定する終点ポイ
ント指定操作ＤＥを行なうことになるが、音楽などにおける特定のポイントをタイミング
よく指定することは容易ではない。
【０１００】
　例えば、イントロ→１番→２番→３番→エンディングと続く曲の内の２番だけを削除し
たい場合には、その１番と２番の繋ぎ目について始点ポイント指定操作ＤＳを行ない、ま
た２番と３番の繋ぎ目において終点ポイント指定操作ＤＥを行なうが、その始点、終点の
指定がかなり厳密に行なわれないと、区間デリート後においてイントロ→１番→３番→エ
ンディングという再生を行なった際に、１番と３番の繋ぎ目の音がぎこちなくなったり、
リズムが乱れたりする。
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　もちろん、曲以外のナレーションなどをカットしたような場合でも、ユーザーが再生音
声を聞きながら丁度よいタイミングで区間デリートの始点ポイント、終
点ポイントを指定することは難しい。
【０１０１】
　そこで本例では、区間デリートモードにおいて始点ポイント、終点ポイントの指定操作
の際に、そのポイントを基準として所要の再生動作を実行させるリハーサル機能を設ける
ようにしている。そしてそのリハーサル再生音声を聞きながら始点ポイント、終点ポイン
トの指定位置を前後に調整できるようにし、それによって最も好適な区間のデリートが容
易に実行できるようにしている。
【０１０２】
　このリハーサル機能の動作を図１１、図１２で説明する。ここではユーザーが始点ポイ
ント指定操作ＤＳを行なった際のリハーサル動作として説明するが、終点ポイント指定操
作ＤＥを行なった際のリハーサル動作も同様に実行できる。また、終点ポイント指定操作
ＤＥを行なった際のリハーサル動作としてはさらに多様な例も考えられるが、これらは後
述する各区間デリート動作例において説明することとする。
【０１０３】
　図１１では、ユーザーが始点ポイント指定操作ＤＳを行なった際に、その指定されたア
ドレスを起点として所定時間分だけの区間を繰り返しリハーサル再生させるようにしてい
る。
【０１０４】
　ユーザーが再生音声を聞きながら所要のタイミングで指定キー３９を押すという始点ポ
イント指定操作ＤＳを行なったとする。この操作で指定されたディスク上のアドレスが、
図１１（ａ）に示すようにアドレスＡ X 1であったとすると、システムコントローラ１１は
このアドレスＡ X 1を区間デリート開始アドレスＡｄｓとして取り込む。
【０１０５】
　するとシステムコントローラ１１は、アドレスＡ X 1から時間Ｔ（例えば４秒～１０秒程
度）の期間だけ再生動作を実行させる。これが即ち図中矢印で示すリハーサル再生ＲＨで
あり、ユーザーはこのリハーサル再生音声を聞くことで始点ポイント指定操作ＤＳで指定
したポイントが適切か否かを確認できる。
【０１０６】
　もし適切でないと思った場合は、ジョグダイヤル２７を操作して指定ポイントの変更を
行なう。
　例えばジョグダイヤル２７が＋方向に回されれば時間的に進む方向に指定ポイントが変
更され、逆にジョグダイヤル２７が－方向に回されれば時間的に戻る方向に指定ポイント
が変更されるようにする。
【０１０７】
　例えば図１１（ａ）の状態からジョグダイヤル２７が－方向に回されたとする。すると
システムコントローラ１１は、その回転操作量に応じて図示するように始点ポイント指定
操作ＤＳとして指定された位置を時間的に戻る方向に変更させ、つまり区間デリート開始
アドレスＡｄｓの値をアドレスＡ X 2に変更する。
　そしてシステムコントローラ１１は、アドレスＡ X 2から時間Ｔの期間だけリハーサル再
生ＲＨを実行させ、ユーザーに指定したポイントが適切か否かを判断させる。
【０１０８】
　また、例えば図１１（ｂ）の状態からジョグダイヤル２７が＋方向に回されたとする。
するとシステムコントローラ１１は、その回転操作量に応じて図示するように始点ポイン
ト指定操作ＤＳとして指定された位置を時間的に進む方向に変更させ、つまり区間デリー
ト開始アドレスＡｄｓの値をアドレスＡ X 3に変更する。
　そしてシステムコントローラ１１は、アドレスＡ X 3から時間Ｔの期間だけリハーサル再
生ＲＨを実行させ、ユーザーに指定したポイントが適切か否かを判断させる。
【０１０９】
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　ユーザーはこのようにジョグダイヤル２７を操作して指定ポイントを調整していくこと
ができるとともに、そのたびにリハーサル再生音声で指定ポイントを確認できる。そして
、適切なポイントを指定できたと思ったら、例えばイエスキー３０を押すなどのエンター
操作を行なう。するとシステムコントローラ１１は、その時点での区間デリート開始アド
レスＡｄｓを、区間デリート処理の起点となるアドレスとして確定する。
【０１１０】
　図１２の例は、ユーザーが始点ポイント指定操作ＤＳ（もしくは終点ポイント指定操作
ＤＥ）を行なった際に、その指定されたアドレスに対して所定時間前からの区間を繰り返
しリハーサル再生させるようにするものである。
【０１１１】
　ユーザーが再生音声を聞きながら所要のタイミングで指定キー３９を押すという始点ポ
イント指定操作ＤＳを行なったとする。この操作で指定されたディスク上のアドレスが、
図１２（ａ）に示すようにアドレスＡ X 1であったとすると、システムコントローラ１１は
このアドレスＡ X 1を区間デリート開始アドレスＡｄｓとして取り込む。
【０１１２】
　するとシステムコントローラ１１は、アドレスＡ X 1から例えば４秒～１０秒程度とされ
る或る特定の時間Ｔに相当するアドレス量ＡｄｔをアドレスＡ X 1から減算するなどして、
アドレスＡ X 1からＴ秒前の位置のアドレス（Ａ X 1－Ａｄｔ）を求める。そして時間Ｔに相
当する、アドレス（Ａ X 1－Ａｄｔ）からアドレスＡ X 1までのリハーサル再生ＲＨを繰り返
し実行させ、ユーザーに指定ポイントが適切か否かを確認させる。
【０１１３】
　ここでユーザーがジョグダイヤル２７が－方向に回したとする。するとシステムコント
ローラ１１は、その回転操作量に応じて図１２（ｂ）に示すように始点ポイント指定操作
ＤＳとして指定された位置を時間的に戻る方向に変更させ、つまり区間デリート開始アド
レスＡｄｓの値をアドレスＡ X 2に変更する。
　そしてシステムコントローラ１１は、アドレスＡ X 2から時間Ｔに相当するアドレス量Ａ
ｄｔをアドレスＡ X 2から減算するなどして、アドレスＡ X 2からＴ秒前の位置のアドレス（
Ａ X 2－Ａｄｔ）を求める。そして時間Ｔとなるアドレス（Ａ X 2－Ａｄｔ）からアドレスＡ

X 2までのリハーサル再生ＲＨを繰り返し実行させ、ユーザーに指定ポイントが適切か否か
を確認させる。
【０１１４】
　また、例えば図１２（ｂ）の状態からジョグダイヤル２７が＋方向に回されたとする。
するとシステムコントローラ１１は、その回転操作量に応じて図示するように始点ポイン
ト指定操作ＤＳとして指定された位置を時間的に進む方向に変更させ、つまり区間デリー
ト開始アドレスＡｄｓの値をアドレスＡ X 3に変更する。
【０１１５】
　そしてシステムコントローラ１１は、アドレスＡ X 3から時間Ｔに相当するアドレス量Ａ
ｄｔをアドレスＡ X 3から減算するなどして、アドレスＡ X 3からＴ秒前の位置のアドレス（
Ａ X 3－Ａｄｔ）を求める。そして時間Ｔとなるアドレス（Ａ X 3－Ａｄｔ）からアドレスＡ

X 3までのリハーサル再生ＲＨを繰り返し実行させ、ユーザーに指定ポイントが適切か否か
を確認させる。
【０１１６】
　この場合でも、ユーザーはジョグダイヤル２７を操作して指定ポイントを調整していく
ことができ、しかも、そのたびにリハーサル再生音声で指定ポイントを確認できる。そし
て、適切なポイントを指定できたと思ったら、例えばイエスキー３０を押すなどのエンタ
ー操作を行なう。するとシステムコントローラ１１は、その時点での区間デリート開始ア
ドレスＡｄｓを、区間デリート処理の起点となるアドレスとして確定する。
【０１１７】
　なお、ミニディスクシステムの場合、上述のように１つのトラックが複数パーツに別れ
ている場合がある。この場合、再生動作でみる場合の時間的な位置とディスク上の物理的
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な位置の関係は必ずしも一致しない。
　従って、ディスク上の物理的な位置を示す或るアドレスＡ X  よりＴ秒前の位置のアドレ
スは、単純に（Ａ X  －Ａｄｔ）で求めることができない場合がある。
　このため実際には、或るアドレスＡ X  が或るパーツの先頭よりＴ秒以内のポイントのア
ドレスであった場合は、そのＴ秒に満たない時間分を、当該パーツがリンクされている前
のパーツの終端からさかのぼったアドレスを探す必要がある。このようなアドレスの算出
は時間量とアドレス量の換算を行なう演算と、Ｕ－ＴＯＣにおける各パーツのアドレスを
参照し、アドレスＡ X  が含まれるパーツのスタートアドレスと、その前のパーツのエンド
アドレスを用いた演算で可能である。
【０１１８】
　具体的には、アドレスＡ X  を含むパーツのスタートアドレスをＡ P 1 STとし、スタートア
ドレスＡ X ST からアドレスＡ X  までのアドレス量（Ａ X  －Ａ X ST ）がＴ秒分のアドレス量
Ａｄｔに満たない場合は、Ｔ秒前の音声データは当該パーツをリンクしている前のパーツ
に記録されていることになる。従って当該パーツ内ではさかのぼれない時間分は、前のパ
ーツのエンドアドレスからさかのぼっていく必要がある。当該パーツ内ではさかのぼれな
い時間分とは、当該パーツ内でのアドレス量（Ａ X  －Ａ X ST ）がＴ秒分のアドレス量Ａｄ
ｔに満たない量であるため、アドレス量（Ａｄｔ－（Ａ X  －Ａ X ST ））となる。
　従って、前のパーツのエンドアドレスをＡ P 0 EDとすると、アドレスＡ X  よりＴ秒前のポ
イントのアドレスは、
　Ａ P 0 ED－（Ａｄｔ－（Ａ X  －Ａ X ST ））
で求められることになる。
【０１１９】
　以上の図１１、図１２の例のように、ユーザーは始点ポイントもしくは終点ポイントの
指定操作の際に、その指定ポイントからの再生音声もしくは指定ポイントまでの再生音声
など、指定ポイントを基準とした区間のリハーサル再生により、指定ポイントが適切であ
るか否かを確認し、必要に応じて指定ポイントを修正できる。これによって、適切な区間
を指定して区間デリート処理を実行させることができるとともに、不適切な区間を指定し
た区間デリートが実行されることを防止できる。
【０１２０】
　ところで、ジョグダイヤル２７による調整量の単位は例えばセクター単位の微調整を行
なうことができるようにしてもよいし、またさらに細かくサウンドグループ単位で実行で
きるようにしてもよい。
　また、本例ではジョグダイヤル２７を用いるようにしたが、もちろん操作キーなど他の
形態の操作手段を用いるものでもよい。
【０１２１】

＜７．リハーサル動作を伴う区間デリート処理＞
　　（ａ．区間デリート動作例 1）

　以下、リハーサル動作を伴う区間デリート処理の動作例として動作例 1～ 8をそれぞれ説
明していく。各動作例の説明にはそれぞれ図１３～図２０のイメージ図と図２１～図３６
のフローチャートを用いる。図１３～図２０のイメージ図は特にリハーサル再生区間のイ
メージであり、また図２１～図３６のフローチャートは区間デリートモードとされた際の
システムコントローラ１１の処理を示している。
【０１２２】
　まず動作例 1を図１３のイメージ図及び図２１、図２２のフローチャートで説明する。
　ユーザーがエディットキー２９を操作することで区間デリートモードとされると、シス
テムコントローラ１１は図２１の処理を開始する。
　この区間デリートモードでは、ユーザーはまず始点ポイント指定操作ＤＳを行なうこと
が必要になるが、このために再生音声を聞きながら始点ポイント指定操作ＤＳ（つまり指
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定キー３９の操作）を行なうべきポイントを探さなければならない。
【０１２３】
　このため、まずユーザーは再生操作／サーチ操作／ポーズ（一時停止）操作等を必要に
応じて実行し、区間デリートを実行する始点としての所望のポイントを探していくことに
なる。このようなユーザーの操作に対応して、システムコントローラ１１はステップ F101
で再生／サーチ（アクセス又は早送り又は早戻し）／再生ポーズなどの動作を実行させる
ことになる。
【０１２４】
　ユーザーはこのように所望のポイントを探していき、区間デリートを実行する始点とし
てのポイントの音声が再生出力されたタイミングに合わせて指定キー３９を押す。即ち始
点ポイント指定操作ＤＳを行なう。するとシステムコントローラ１１の処理はステップ F1
02から F103に進み、その始点ポイント指定操作ＤＳで指定されたポイントのアドレスを内
部ＲＡＭ１１ａにおいて区間デリート開始アドレスＡｄｓとして記憶する。
【０１２５】
　次にステップ F104から、区間デリート開始アドレスＡｄｓに対して光学ヘッド３のアク
セスを行なわせ、そのアドレスＡｄｓからの再生動作を開始させるとともに、ステップ F1
05で内部タイマーとしてＴ時間（例えば４～１０秒程度）をカウントするタイマをセット
し、カウントをスタートさせる。
　これは即ち、図１３におけるリハーサル再生ＲＨ１としての動作が開始されることにな
る。このリハーサル再生ＲＨ１の動作は、図１１で説明した例に相当する動作となる。
【０１２６】
　そしてステップ F106,F107,F108,F109 の、Ｔ時間のタイムオーバー、ジョグダイヤル２
７の操作、イエスキー３０などによるエンター操作のそれぞれを監視するループに入る。
【０１２７】
　リハーサル再生ＲＨ１は、ジョグダイヤル２７の操作もしくはエンター操作があるまで
は繰り返し行なわれる。即ちステップ F106でタイムオーバーが検出される時点とは、図１
３のリハーサル再生ＲＨ１としてのＴ秒間の再生が終了した時点であり、このときはステ
ップ F104に戻って区間デリート開始アドレスＡｄｓに対して光学ヘッド３のアクセスを行
なわせ、再生動作を開始させるとともに、ステップ F105で内部タイマーとしてＴ時間（例
えば４～１０秒程度）をカウントするタイマをセットし、カウントをスタートさせる。即
ち、Ｔ秒間のリハーサル再生ＲＨ１を再び開始することになる。
【０１２８】
　リハーサル再生ＲＨ１の実行中にユーザーがジョグダイヤル２７を＋方向に回したとす
ると、処理はステップ F107から F110に進み、システムコントローラ１１はＲＡＭ１１ａに
記憶している区間デリート開始アドレスＡｄｓの値を更新する。即ちジョグダイヤル２７
の＋方向の回動操作量に応じたアドレス量ＪＧを算出し、記憶されている区間デリート開
始アドレスＡｄｓの値に加えて新たな区間デリート開始アドレスＡｄｓとする。そしてス
テップ F104,F105 に戻って、その新たな区間デリート開始アドレスＡｄｓを基準としたリ
ハーサル再生を開始させる。即ち図１１（ｃ）で説明したように始点ポイント指定操作Ｄ
Ｓでの指定ポイントを時間的に進む方向に変更し、その位置を基準としたリハーサル再生
を行なう動作となる。
【０１２９】
　またリハーサル再生ＲＨ１の実行中にユーザーがジョグダイヤル２７を－方向に回した
とすると、処理はステップ F108から F111に進み、システムコントローラ１１はＲＡＭ１１
ａに記憶している区間デリート開始アドレスＡｄｓの値を更新する。即ちジョグダイヤル
２７の－方向の回動操作量に応じたアドレス量ＪＧを算出し、記憶されている区間デリー
ト開始アドレスＡｄｓの値からアドレス量ＪＧを減算して新たな区間デリート開始アドレ
スＡｄｓとする。そしてステップ F104,F105 に戻って、その新たな区間デリート開始アド
レスＡｄｓを基準としたリハーサル再生を開始させる。即ち図１１（ｂ）で説明したよう
に始点ポイント指定操作ＤＳでの指定ポイントを時間的に戻る方向に変更し、その位置を
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基準としたリハーサル再生を行なう動作となる。
【０１３０】
　なお上述のとおり、１つのトラックが複数パーツに別れている場合、再生動作でみる場
合の時間的な位置とディスク上の物理的な位置の関係は一致しない。
　説明の煩雑化を避けるため、ステップ F110,F111 における区間デリート開始アドレスＡ
ｄｓの変更処理は、単純に加算もしくは減算処理として示しているが、変更させる量がパ
ーツ分割点を越えるような場合は、それに応じたアドレス算出のための演算処理が必要に
なることになる。例えば区間デリート開始アドレスＡｄｓがほぼ或るパーツのスタートア
ドレス近辺であったような場合に、時間的に戻るように区間デリート開始アドレスＡｄｓ
が変更操作された場合は、新たな区間デリート開始アドレスＡｄｓとしては、その前のパ
ーツのエンドアドレスから所要の時間分だけさかのぼったアドレス値に更新されることに
なる。
　このような事情は図２２におけるステップ F122,F123 でも同様であり、また後述する動
作例 2～ 8における同内容の処理ステップにおいても同様となるが、説明上、単純な加算も
しくは減算処理として説明することとする。
【０１３１】
　リハーサル再生音声を聞いてユーザーが始点ポイント指定操作ＤＳで指定したポイント
が適切であると判断したら、ユーザーはエンター操作を行なうことになる。このときシス
テムコントローラ１１の処理はステップ F109から図２２のステップ F112に進む。そしてそ
の時点で確定された区間デリート開始アドレスＡｄｓから再生動作を開始させる。この再
生動作は、次にユーザーが終点ポイント指定操作ＤＥ（指定キー３９の操作）を行なうべ
きポイントを探させるための動作となる。
【０１３２】
　ユーザーは、そのまま再生音声を聞きながら、また必要に応じてサーチ操作／ポーズ（
一時停止）／再生操作等を実行していき、区間デリートを実行する終点としての所望のポ
イントを探していくことになる。このようなユーザーの操作に対応して、システムコント
ローラ１１はステップ F113でサーチ（アクセス又は早送り又は早戻し）／再生ポーズ／再
生などの動作を実行させることになる。
【０１３３】
　ユーザーはこのように所望のポイントを探していき、区間デリートを実行する終点とし
てのポイントの音声が再生出力されたタイミングに合わせて指定キー３９を押す。即ち終
点ポイント指定操作ＤＥを行なう。するとシステムコントローラ１１の処理はステップ F1
14から F115に進み、その終点ポイント指定操作ＤＥで指定されたポイントのアドレスを内
部ＲＡＭ１１ａにおいて区間デリート終了アドレスＡｄｅとして記憶する。
【０１３４】
　次にステップ F116から、区間デリート終了アドレスＡｄｅに対して光学ヘッド３のアク
セスを行なわせ、そのアドレスＡｄｅからの再生動作を開始させるとともに、ステップ F1
17で内部タイマーとしてＴ時間（例えば４～１０秒程度）をカウントするタイマをセット
し、カウントをスタートさせる。なお、このタイムカウントする時間Ｔは、上記図２１の
ステップ F105での時間と同じ時間としてもよいし、異なる時間としてもよい。
【０１３５】
　このステップ F116,F117 の処理により、図１３におけるリハーサル再生ＲＨ２としての
動作が開始されることになる。そしてこのリハーサル再生ＲＨ２の動作は、図１１で説明
した例に相当する動作となる。
【０１３６】
　そしてステップ F118,F119,F120,F121 の、Ｔ時間のタイムオーバー、ジョグダイヤル２
７の操作、イエスキー３０などによるエンター操作のそれぞれを監視するループに入る。
【０１３７】
　リハーサル再生ＲＨ２も、ジョグダイヤル２７の操作もしくはエンター操作があるまで
は繰り返し行なわれる。即ちステップ F118でタイムオーバーが検出される時点とは、図１
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３のリハーサル再生ＲＨ２としてのＴ秒間の再生が終了した時点であり、このときはステ
ップ F116に戻って区間デリート終了アドレスＡｄｅに対して光学ヘッド３のアクセスを行
なわせ、再生動作を開始させるとともに、ステップ F105で内部タイマーとしてＴ時間をカ
ウントするタイマをセットし、カウントをスタートさせる。即ち、Ｔ秒間のリハーサル再
生ＲＨ２を再び開始することになる。
【０１３８】
　リハーサル再生ＲＨ２の実行中にユーザーがジョグダイヤル２７を＋方向に回したとす
ると、処理はステップ F119から F122に進み、システムコントローラ１１はＲＡＭ１１ａに
記憶している区間デリート終了アドレスＡｄｅの値を更新する。即ちジョグダイヤル２７
の＋方向の回動操作量に応じたアドレス量ＪＧを算出し、記憶されている区間デリート終
了アドレスＡｄｅの値に加えて新たな区間デリート終了アドレスＡｄｅとする。そしてス
テップ F116,F117 に戻って、その新たな区間デリート開始アドレスＡｄｓを基準としたリ
ハーサル再生を開始させる。即ち図１１（ｃ）で説明した場合と同様に終点ポイント指定
操作ＤＥでの指定ポイントを時間的に進む方向に変更し、その位置を基準としたリハーサ
ル再生を行なう動作となる。
【０１３９】
　またリハーサル再生ＲＨ２の実行中にユーザーがジョグダイヤル２７を－方向に回した
とすると、処理はステップ F120から F123に進み、システムコントローラ１１はＲＡＭ１１
ａに記憶している区間デリート終了アドレスＡｄｅの値を更新する。即ちジョグダイヤル
２７の－方向の回動操作量に応じたアドレス量ＪＧを算出し、記憶されている区間デリー
ト終了アドレスＡｄｅの値からアドレス量ＪＧを減算して新たな区間デリート終了アドレ
スＡｄｅとする。そしてステップ F116,F117 に戻って、その新たな区間デリート終了アド
レスＡｄｅを基準としたリハーサル再生を開始させる。即ち図１１（ｂ）で説明した場合
と同様に始点ポイント指定操作ＤＳでの指定ポイントを時間的に戻る方向に変更し、その
位置を基準としたリハーサル再生を行なう動作となる。
【０１４０】
　リハーサル再生音声を聞いてユーザーが終点ポイント指定操作ＤＥで指定したポイント
が適切であると判断したら、ユーザーはエンター操作を行なうことになる。このときシス
テムコントローラ１１の処理はステップ F121から F124に進み、システムコントローラ１１
はその時点でＲＡＭ１１ａに保持されている区間デリート開始アドレスＡｄｓ，区間デリ
ート終了アドレスＡｄｅ、つまり入力決定された区間デリート開始アドレスＡｄｓ，区間
デリート終了アドレスＡｄｅに基づいて、その区間デリート開始アドレスＡｄｓから区間
デリート終了アドレスＡｄｅまでの区間を削除するべくＵ－ＴＯＣデータの更新を行なう
。これは図１０で説明したような更新処理となる。
【０１４１】
　この更新処理はまずバッファメモリ１３に保持されているＵ－ＴＯＣデータに対して行
ない、その後、そのＵ－ＴＯＣデータを記録データとして転送し、ディスク１のＵ－ＴＯ
Ｃエリアの更新を行なうことになる。
　そして、ステップ F124の更新処理を終えたら、区間デリートが完了したことになり、区
間デリートモードを終了する。
【０１４２】
　なお、ステップ F124での更新処理はバッファメモリ１３に保持されているＵ－ＴＯＣデ
ータに対して行なうのみとし、ディスク１上でのＵ－ＴＯＣ更新は、その後の所定タイミ
ング（例えば電源オフ操作時やディスクイジェクト操作時）などに行なうようにしてもよ
い。
【０１４３】
　以上の動作例 1では図１３のように、始点ポイント指定操作ＤＳ、終点ポイント指定操
作ＤＥで指定入力された（もしくはジョグダイヤル２７の操作による変更された）、区間
デリート開始アドレスＡｄｓと区間デリート終了アドレスＡｄｅのそれぞれについて、そ
のアドレスからＴ秒間のリハーサル再生（ＲＨ１，ＲＨ２）が行なわれることになる。
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【０１４４】

　　（ｂ．区間デリート動作例 2）

　次に区間デリート動作例 2を図１４のイメージ図と図２３、図２４のフローチャートで
説明する。
　この動作例 2では、図１４からわかるように、始点ポイント指定操作ＤＳにより指定入
力された（もしくはジョグダイヤル２７の操作による変更された）区間デリート開始アド
レスＡｄｓについては、そのアドレスからＴ秒間のリハーサル再生ＲＨ１が行なわれ、一
方、終点ポイント指定操作ＤＥで指定入力された（もしくはジョグダイヤル２７の操作に
よる変更された）区間デリート終了アドレスＡｄｅについては、そのアドレスを終点とす
るＴ秒間のリハーサル再生ＲＨ２が行なわれるようにするものである。
【０１４５】
　ユーザーがエディットキー２９を操作することで区間デリートモードとされると、シス
テムコントローラ１１は図２３の処理を開始する。この図２３の処理で、始点ポイント指
定操作ＤＳに応じた区間デリート開始アドレスＡｄｓの設定及びそのアドレスからＴ秒間
のリハーサル再生と、必要に応じてユーザーが行なうジョグダイヤル２７の操作に応じた
区間デリート開始アドレスＡｄｓの変更及びそのアドレスからＴ秒間のリハーサル再生と
が行なわれ、エンター操作に応じて区間デリート開始アドレスＡｄｓが決定される。
　これらの処理がステップ F201～ F211として実行されるが、これは上記動作例 1の処理と
して図２１に示したステップ F101～ F111の処理と同様であるため説明を省略する。
【０１４６】
　ステップ F209のエンター操作によって区間デリート開始アドレスＡｄｓが決定されたら
、システムコントローラ１１の処理は図２４のステップ F212に進む。そしてユーザーが終
点ポイント指定操作ＤＥを行なうべきポイントを探させるための動作として、その時点で
確定されている区間デリート開始アドレスＡｄｓから再生動作を開始させる。
【０１４７】
　ユーザーは、そのまま再生音声を聞きながら、また必要に応じてサーチ操作／ポーズ（
一時停止）／再生操作等を実行していき、区間デリートを実行する終点としての所望のポ
イントを探していくことになる。このようなユーザーの操作に対応して、システムコント
ローラ１１はステップ F213でサーチ（アクセス又は早送り又は早戻し）／再生ポーズ／再
生などの動作を実行させることになる。
【０１４８】
　ユーザーはこのように所望のポイントを探していき、区間デリートを実行する終点とし
てのポイントの音声が再生出力されたタイミングに合わせて指定キー３９を押す。即ち終
点ポイント指定操作ＤＥを行なう。するとシステムコントローラ１１の処理はステップ F2
14から F215に進み、その終点ポイント指定操作ＤＥで指定されたポイントのアドレスを内
部ＲＡＭ１１ａにおいて区間デリート終了アドレスＡｄｅとして記憶する。
【０１４９】
　次にステップ F216では、区間デリート終了アドレスＡｄｅから例えば４秒～１０秒程度
である時間Ｔに相当するアドレス量Ａｄｔを減算するなどして、区間デリート終了アドレ
スＡｄｅでの音声データよりＴ秒前の音声データを記録しているアドレス（Ａｄｅ－Ａｄ
ｔ）を求める。そしてアドレス（Ａｄｅ－Ａｄｔ）に対して光学ヘッド３のアクセスを行
なわせ、そのアドレス（Ａｄｅ－Ａｄｔ）からの再生動作を開始させる。
【０１５０】
　このステップ F216の処理により、図１４におけるリハーサル再生ＲＨ２としての動作が
開始されることになる。このリハーサル再生ＲＨ２の動作は、図１２で説明した例に相当
する動作となる。なお、パーツ分割されている場合に、区間デリート終了アドレスＡｄｅ
から再生音声としてＴ秒分だけさかのぼったポイントのアドレスは、単純に（Ａｄｅ－Ａ
ｄｔ）の演算で求められずに、パーツ分割点に応じた演算が必要になることは上述の通り
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である。
【０１５１】
　ステップ F217では、１回のリハーサル再生の終了、つまりリハーサル再生が区間デリー
ト終了アドレスＡｄｅに達したかを監視する。またステップ F218,F219,F220では、それぞ
れジョグダイヤル２７の操作、イエスキー３０などによるエンター操作のそれぞれを監視
する。
【０１５２】
　リハーサル再生ＲＨ２も、ジョグダイヤル２７の操作もしくはエンター操作があるまで
は繰り返し行なわれる。即ちステップ F217で１回のリハーサル再生の終了が検出されると
、ステップ F216に戻って、再びアドレス（Ａｄｅ－Ａｄｔ）に対して光学ヘッド３のアク
セスを行なわせ、そのアドレス（Ａｄｅ－Ａｄｔ）からの再生動作を開始させる。即ち、
Ｔ秒間のリハーサル再生ＲＨ２を再び開始することになる。
【０１５３】
　リハーサル再生ＲＨ２の実行中にユーザーがジョグダイヤル２７を＋方向に回したとす
ると、処理はステップ F218から F221に進み、システムコントローラ１１はＲＡＭ１１ａに
記憶している区間デリート終了アドレスＡｄｅの値を更新する。即ちジョグダイヤル２７
の＋方向の回動操作量に応じたアドレス量ＪＧを算出し、記憶されている区間デリート終
了アドレスＡｄｅの値に加えて新たな区間デリート終了アドレスＡｄｅとする。そしてス
テップ F216に戻って、その新たな区間デリート終了アドレスＡｄｅを基準とした、アドレ
ス（Ａｄｅ－Ａｄｔ）からのリハーサル再生を開始させる。即ち図１２（ｃ）で説明した
場合と同様に終点ポイント指定操作ＤＥでの指定ポイントを時間的に進む方向に変更し、
その位置を基準としたリハーサル再生を行なう動作となる。
【０１５４】
　またリハーサル再生ＲＨ２の実行中にユーザーがジョグダイヤル２７を－方向に回した
とすると、処理はステップ F219から F222に進み、システムコントローラ１１はＲＡＭ１１
ａに記憶している区間デリート終了アドレスＡｄｅの値を更新する。即ちジョグダイヤル
２７の－方向の回動操作量に応じたアドレス量ＪＧを算出し、記憶されている区間デリー
ト終了アドレスＡｄｅの値からアドレス量ＪＧを減算して新たな区間デリート終了アドレ
スＡｄｅとする。そしてステップ F216に戻って、その新たな区間デリート終了アドレスＡ
ｄｅを基準とした、アドレス（Ａｄｅ－Ａｄｔ）からのリハーサル再生を開始させる。即
ち図１２（ｂ）で説明した場合と同様に終点ポイント指定操作ＤＥでの指定ポイントを時
間的に戻る方向に変更し、その位置を基準としたリハーサル再生を行なう動作となる。
【０１５５】
　リハーサル再生音声を聞いてユーザーが終点ポイント指定操作ＤＥで指定したポイント
が適切であると判断したら、ユーザーはエンター操作を行なうことになる。このときシス
テムコントローラ１１の処理はステップ F220から F223に進み、その時点でＲＡＭ１１ａに
保持されている区間デリート開始アドレスＡｄｓ，区間デリート終了アドレスＡｄｅ、つ
まり入力決定された区間デリート開始アドレスＡｄｓ，区間デリート終了アドレスＡｄｅ
に基づいて規定される区間を削除するべくＵ－ＴＯＣデータの更新を行なう。この更新処
理はまずバッファメモリ１３に保持されているＵ－ＴＯＣデータに対して行ない、その後
、そのＵ－ＴＯＣデータを記録データとして転送し、ディスク１のＵ－ＴＯＣエリアの更
新を行なうことになる。そして、ステップ F223の更新処理を終えたら、区間デリートが完
了したことになり、区間デリートモードを終了する。
【０１５６】
　以上の処理により、図１４のように、デリートする区間の最初の部分と最後の部分をリ
ハーサル再生の対象とする動作例 2として区間デリートが実行されることになる。
【０１５７】

　　（ｃ．区間デリート動作例 3）
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　次に区間デリート動作例 3を図１５のイメージ図と図２５、図２６のフローチャートで
説明する。
　この動作例 3では、図１５に示すように、始点ポイント指定操作ＤＳにより指定入力さ
れた（もしくはジョグダイヤル２７の操作による変更された）区間デリート開始アドレス
Ａｄｓについては、そのアドレスを終点とするＴ秒間のリハーサル再生ＲＨ１が行なわれ
るようにし、一方、終点ポイント指定操作ＤＥで指定入力された（もしくはジョグダイヤ
ル２７の操作による変更された）区間デリート終了アドレスＡｄｅについては、そのアド
レスからＴ秒間のリハーサル再生ＲＨ２が行なわれるようにするものである。
【０１５８】
　ユーザーがエディットキー２９を操作することで区間デリートモードとされると、シス
テムコントローラ１１は図２５の処理を開始する。
　ユーザーはまず始点ポイント指定操作ＤＳを行なうために再生操作／サーチ操作／ポー
ズ（一時停止）操作等を必要に応じて実行し、区間デリートを実行する始点としての所望
のポイントを探していくことになる。このようなユーザーの操作に対応して、システムコ
ントローラ１１はステップ F301で再生／サーチ（アクセス又は早送り又は早戻し）／再生
ポーズなどの動作を実行させる。
【０１５９】
　ユーザーはこのように所望のポイントを探していき、区間デリートを実行する始点とし
てのポイントの音声が再生出力されたタイミングに合わせて指定キー３９を押す。即ち始
点ポイント指定操作ＤＳを行なう。するとシステムコントローラ１１の処理はステップ F3
02から F303に進み、その始点ポイント指定操作ＤＳで指定されたポイントのアドレスを内
部ＲＡＭ１１ａにおいて区間デリート開始アドレスＡｄｓとして記憶する。
【０１６０】
　次にステップ F304では、区間デリート開始アドレスＡｄｓから例えば４秒～１０秒程度
とされる或る特定の時間Ｔに相当するアドレス量Ａｄｔを減算するなどして、区間デリー
ト開始アドレスＡｄｓでの音声データよりＴ秒前の音声データを記録しているアドレス（
Ａｄｓ－Ａｄｔ）を求める。そしてアドレス（Ａｄｓ－Ａｄｔ）に対して光学ヘッド３の
アクセスを行なわせ、そのアドレス（Ａｄｓ－Ａｄｔ）からの再生動作を開始させる。
【０１６１】
　このステップ F304の処理により、図１５におけるリハーサル再生ＲＨ１としての動作が
開始されることになる。このリハーサル再生ＲＨ１の動作は、図１２で説明した例に相当
する動作となる。なお、パーツ分割されている場合に、区間デリート開始アドレスＡｄｓ
から再生音声としてＴ秒分だけさかのぼったポイントのアドレスは、単純に（Ａｄｓ－Ａ
ｄｔ）の演算で求められずに、パーツ分割点に応じた演算が必要になることは上述の通り
である。
【０１６２】
　ステップ F305では、１回のリハーサル再生の終了、つまりリハーサル再生が区間デリー
ト開始アドレスＡｄｓに達したかを監視する。またステップ F306,F307,F308では、それぞ
れジョグダイヤル２７の操作、イエスキー３０などによるエンター操作のそれぞれを監視
する。
【０１６３】
　リハーサル再生ＲＨ１は、ジョグダイヤル２７の操作もしくはエンター操作があるまで
は繰り返し行なわれる。即ちステップ F305で１回のリハーサル再生の終了が検出されると
、ステップ F304に戻って、再びアドレス（Ａｄｓ－Ａｄｔ）に対して光学ヘッド３のアク
セスを行なわせ、そのアドレス（Ａｄｓ－Ａｄｔ）からの再生動作を開始させる。即ち、
Ｔ秒間のリハーサル再生ＲＨ１を再び開始することになる。
【０１６４】
　リハーサル再生ＲＨ１の実行中にユーザーがジョグダイヤル２７を＋方向に回したとす
ると、処理はステップ F305から F309に進み、システムコントローラ１１はＲＡＭ１１ａに
記憶している区間デリート開始アドレスＡｄｓの値を更新する。即ちジョグダイヤル２７
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の＋方向の回動操作量に応じたアドレス量ＪＧを算出し、記憶されている区間デリート開
始アドレスＡｄｓの値に加えて新たな区間デリート開始アドレスＡｄｓとする。そしてス
テップ F216に戻って、その新たな区間デリート開始アドレスＡｄｓを基準とした、アドレ
ス（Ａｄｓ－Ａｄｔ）からのリハーサル再生を開始させる。即ち図１２（ｃ）で説明した
場合と同様に終点ポイント指定操作ＤＥでの指定ポイントを時間的に進む方向に変更し、
その位置を基準としたリハーサル再生を行なう動作となる。
【０１６５】
　またリハーサル再生ＲＨ１の実行中にユーザーがジョグダイヤル２７を－方向に回した
とすると、処理はステップ F307から F310に進み、システムコントローラ１１はＲＡＭ１１
ａに記憶している区間デリート開始アドレスＡｄｓの値を更新する。即ちジョグダイヤル
２７の－方向の回動操作量に応じたアドレス量ＪＧを算出し、記憶されている区間デリー
ト開始アドレスＡｄｓの値からアドレス量ＪＧを減算して新たな区間デリート開始アドレ
スＡｄｓとする。そしてステップ F304に戻って、その新たな区間デリート開始アドレスＡ
ｄｓを基準とした、アドレス（Ａｄｓ－Ａｄｔ）からのリハーサル再生を開始させる。即
ち図１２（ｂ）で説明した場合と同様に始点ポイント指定操作ＤＳでの指定ポイントを時
間的に戻る方向に変更し、その位置を基準としたリハーサル再生を行なう動作となる。
【０１６６】
　リハーサル再生音声を聞いてユーザーが始点ポイント指定操作ＤＳで指定したポイント
が適切であると判断したら、ユーザーはエンター操作を行なうことになる。このときシス
テムコントローラ１１の処理はステップ F308から図２６のステップ F311に進む。そしてユ
ーザーが終点ポイント指定操作ＤＥを行なうべきポイントを探させるための動作として、
その時点で確定されている区間デリート開始アドレスＡｄｓから再生動作を開始させる。
【０１６７】
　以降、この図２６の処理で、終点ポイント指定操作ＤＥに応じた区間デリート終了アド
レスＡｄｅの設定及びそのアドレスからＴ秒間のリハーサル再生と、必要に応じてユーザ
ーが行なうジョグダイヤル２７の操作に応じた区間デリート終了アドレスＡｄｅの変更及
びそのアドレスからＴ秒間のリハーサル再生とが行なわれ、エンター操作に応じて区間デ
リート終了アドレスＡｄｅが決定される。
【０１６８】
　そして、入力決定された区間デリート開始アドレスＡｄｓ，区間デリート終了アドレス
Ａｄｅに基づいて規定される区間を削除するべくＵ－ＴＯＣデータの更新が行なわれ、区
間デリートモードが終了する。
　これらの処理がステップ F311～ F323として実行されるが、これは上記動作例 1の処理と
して図２２に示したステップ F112～ F124の処理と同様であるため説明を省略する。
【０１６９】
　以上の処理により、図１５のように、デリートする区間の前のＴ秒間の部分とデリート
する区間の後のＴ秒間の部分をリハーサル再生の対象とする動作例 3として区間デリート
が実行されることになる。
【０１７０】

　　（ｄ．区間デリート動作例 4）

　次に区間デリート動作例 4としての動作及び処理を図１６のイメージ図と図２７、図２
８のフローチャートに示す。
　この動作例 4は、図１６に示すように、始点ポイント指定操作ＤＳにより指定入力され
た（もしくはジョグダイヤル２７の操作による変更された）区間デリート開始アドレスＡ
ｄｓについては、そのアドレスを終点とするＴ秒間のリハーサル再生ＲＨ１が行なわれ、
また、終点ポイント指定操作ＤＥで指定入力された（もしくはジョグダイヤル２７の操作
による変更された）区間デリート終了アドレスＡｄｅについても、そのアドレスを終点と
するＴ秒間のリハーサル再生ＲＨ２が行なわれるものである。
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【０１７１】
　ユーザーがエディットキー２９を操作することで区間デリートモードとされると、シス
テムコントローラ１１は図２７の処理を開始する。この図２７の処理で、始点ポイント指
定操作ＤＳに応じた区間デリート開始アドレスＡｄｓの設定及びそのアドレスを終点とす
るＴ秒間のリハーサル再生と、必要に応じてユーザーが行なうジョグダイヤル２７の操作
に応じた区間デリート開始アドレスＡｄｓの変更及びそのアドレスを終点とするＴ秒間の
リハーサル再生とが行なわれ、エンター操作に応じて区間デリート開始アドレスＡｄｓが
決定される。
　これらの処理がステップ F401～ F410として実行されるが、これは上記動作例 3の処理と
して図２５に示したステップ F301～ F310の処理と同様である。
【０１７２】
　ステップ F408のエンター操作によって区間デリート開始アドレスＡｄｓが決定されたら
、システムコントローラ１１の処理は図２８のステップ F411に進む。そしてユーザーが終
点ポイント指定操作ＤＥを行なうべきポイントを探させるための動作として、その時点で
確定されている区間デリート開始アドレスＡｄｓから再生動作を開始させる。
【０１７３】
　以降、この図２８の処理で、終点ポイント指定操作ＤＥに応じた区間デリート終了アド
レスＡｄｅの設定及びそのアドレスを終点とするＴ秒間のリハーサル再生と、必要に応じ
てユーザーが行なうジョグダイヤル２７の操作に応じた区間デリート終了アドレスＡｄｅ
の変更及びそのアドレスを終点とするＴ秒間のリハーサル再生とが行なわれ、エンター操
作に応じて区間デリート終了アドレスＡｄｅが決定される。
【０１７４】
　そして、入力決定された区間デリート開始アドレスＡｄｓ，区間デリート終了アドレス
Ａｄｅに基づいて規定される区間を削除するべくＵ－ＴＯＣデータの更新が行なわれ、区
間デリートモードが終了する。
　これらの処理がステップ F411～ F422として実行されるが、これは上記動作例 2の処理と
して図２４に示したステップ F212～ F223の処理と同様となる。
【０１７５】
　以上の図２７、図２８の処理により、図１６のように、デリートする区間の直前のＴ秒
間の部分とデリートする区間のうちの最後のＴ秒間の部分をリハーサル再生の対象とする
動作例 4としての区間デリートが実行されることになる。
【０１７６】

　　（ｅ．区間デリート動作例 5）

　次に区間デリート動作例 5を図１７のイメージ図と図２９、図３０のフローチャートで
説明する。
　この動作例 5では、図１７に示すように、始点ポイント指定操作ＤＳにより指定入力さ
れた（もしくはジョグダイヤル２７の操作による変更された）区間デリート開始アドレス
Ａｄｓについては、そのアドレスからＴ秒間のリハーサル再生ＲＨ１が行なわれるように
し、一方、終点ポイント指定操作ＤＥで指定入力された（もしくはジョグダイヤル２７の
操作による変更された）区間デリート終了アドレスＡｄｅについては、その時点で確定さ
れている区間デリート開始アドレスＡｄｓから、その時点で入力されている区間デリート
終了アドレスＡｄｅまでのリハーサル再生ＲＨ２が行なわれるようにするものである。
【０１７７】
　ユーザーがエディットキー２９を操作することで区間デリートモードとされると、シス
テムコントローラ１１は図２９の処理を開始する。この図２９の処理で、始点ポイント指
定操作ＤＳに応じた区間デリート開始アドレスＡｄｓの設定及びそのアドレスからＴ秒間
のリハーサル再生、及び必要に応じてユーザーが行なうジョグダイヤル２７の操作に応じ
た区間デリート開始アドレスＡｄｓの変更及びそのアドレスからＴ秒間のリハーサル再生
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とが行なわれ、エンター操作に応じて区間デリート開始アドレスＡｄｓが決定される。
　これらの処理がステップ F501～ F511として実行されるが、これは上記動作例 1の処理と
して図２１に示したステップ F101～ F111の処理と同様であるため説明を省略する。
【０１７８】
　なお、この動作例 5における変形例として、図１７の括弧内に示すように、始点ポイン
ト指定操作ＤＳにより指定入力された（もしくはジョグダイヤル２７の操作による変更さ
れた）区間デリート開始アドレスＡｄｓについて、そのアドレスを終点とするＴ秒間のリ
ハーサル再生ＲＨ１が行なわれるようにすることも考えられる。
【０１７９】
　ステップ F509のエンター操作によって区間デリート開始アドレスＡｄｓが決定されたら
、システムコントローラ１１の処理は図３０のステップ F512に進む。そしてユーザーが終
点ポイント指定操作ＤＥを行なうべきポイントを探させるための動作として、その時点で
確定されている区間デリート開始アドレスＡｄｓから再生動作を開始させる。
【０１８０】
　ユーザーは、そのまま再生音声を聞きながら、または必要に応じてサーチ操作／ポーズ
（一時停止）／再生操作等を実行していきながら、区間デリートを実行する終点としての
所望のポイントを探していくことになる。このようなユーザーの操作に対応して、システ
ムコントローラ１１はステップ F513でサーチ（アクセス又は早送り又は早戻し）／再生ポ
ーズ／再生などの動作を実行させる。
【０１８１】
　ユーザーはこのように所望のポイントを探していき、区間デリートを実行する終点とし
てのポイントの音声が再生出力されたタイミングに合わせて指定キー３９を押す。即ち終
点ポイント指定操作ＤＥを行なう。するとシステムコントローラ１１の処理はステップ F5
14から F515に進み、終点ポイント指定操作ＤＥによって指定されたポイントが再生時間軸
上でみて、確定されている区間デリート開始アドレスＡｄｓよりも後ろの時点に相当する
ポイントであるかどうかを判別する。そして時間的に後ろでなければ、その終点ポイント
指定操作ＤＥは無効としてステップ F513に戻るようにする。即ちユーザーが区間デリート
開始アドレスＡｄｓとして確定されているポイントよりも再生時間的に前のポイントとな
るアドレスを指定してしまった場合は、その操作を無効とし、区間デリートのための正し
い終点ポイント指定操作ＤＥを待つようにする。
【０１８２】
　なお、上述してきた動作例 1～ 4では、このような処理は付加しなかったが、もちろん動
作例 1～ 4において、当該ステップ F515と同様の処理を加えるようにしてもよい。また、動
作例 1～ 4においてこのステップ F515と同様の処理が存在しないということは、換言すれば
、ユーザーはデリートしたい区間について開始ポイントと終了ポイントの順序を考えずに
指定できることにもなる。つまり先に終了ポイントを指定し、次に開始ポイントを指定す
るという操作に対応した区間デリート処理を可能とするものである。つまり上述の動作例
1～ 4においては、このような順不同の操作手順も許容できるようにすることもできる。
【０１８３】
　終点ポイント指定操作ＤＥが時間的に区間デリート開始アドレスＡｄｓよりも後ろの時
点に相当するポイントで行なわれたら、処理はステップ F516に進む。そしてその終点ポイ
ント指定操作ＤＥで指定されたポイントのアドレスを内部ＲＡＭ１１ａにおいて区間デリ
ート終了アドレスＡｄｅとして記憶する。
【０１８４】
　次にステップ F517では、区間デリート開始アドレスＡｄｓに対して光学ヘッド３のアク
セスを行なわせ、そのアドレスＡｄｓからの再生動作を開始させる。
　このステップ F517の処理により、図１７におけるリハーサル再生ＲＨ２としての動作が
開始される。つまりこの場合のリハーサル再生ＲＨ２は、確定されている区間デリート開
始アドレスＡｄｓから、入力されている区間デリート終了アドレスＡｄｅまでである区間
、即ち削除されることになる全区間について行なわれる。
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【０１８５】
　ステップ F518では、１回のリハーサル再生の終了、つまりリハーサル再生が区間デリー
ト終了アドレスＡｄｅに達したかを監視する。またステップ F519,F520,F521では、それぞ
れジョグダイヤル２７の操作、イエスキー３０などによるエンター操作のそれぞれを監視
する。
【０１８６】
　リハーサル再生ＲＨ２は、ジョグダイヤル２７の操作もしくはエンター操作があるまで
は繰り返し行なわれる。即ちステップ F518で１回のリハーサル再生の終了が検出されると
、ステップ F517に戻って、再び区間デリート開始アドレスＡｄｓに対して光学ヘッド３の
アクセスを行なわせ、そのアドレスＡｄｓから区間デリート終了アドレスＡｄｅまでの再
生動作を再び開始させる。
【０１８７】
　リハーサル再生ＲＨ２の実行中にユーザーがジョグダイヤル２７を＋方向もしくは－方
向に回した場合は、処理はステップ F519から F522、もしくはステップ F520から F523に進み
、上述してき各動作例の場合と同様に、操作に応じてＲＡＭ１１ａに記憶している区間デ
リート終了アドレスＡｄｅの値が更新される。
　そしてステップ F517に戻って、再び区間デリート開始アドレスＡｄｓに対して光学ヘッ
ド３のアクセスを行なわせ、そのアドレスＡｄｓから区間デリート終了アドレスＡｄｅま
での再生動作を再び開始させる。つまりジョグダイヤル１７の操作により区間デリート終
了アドレスＡｄｅが変更されると、リハーサル再生ＲＨ２については、その再生終了ポイ
ントが変更されることになる。
【０１８８】
　リハーサル再生音声を聞いてユーザーが終点ポイント指定操作ＤＥで指定したポイント
が適切であると判断したら、ユーザーはエンター操作を行なうことになる。このときシス
テムコントローラ１１の処理はステップ F521から F524に進み、その時点でＲＡＭ１１ａに
保持され、入力決定された区間デリート開始アドレスＡｄｓ，区間デリート終了アドレス
Ａｄｅに基づいて規定される区間を削除するべくＵ－ＴＯＣデータの更新を行なう。この
更新処理はまずバッファメモリ１３に保持されているＵ－ＴＯＣデータに対して行ない、
その後、そのＵ－ＴＯＣデータを記録データとして転送し、ディスク１のＵ－ＴＯＣエリ
アの更新を行なうことになる。そして、ステップ F524の更新処理を終えたら、区間デリー
トが完了したことになり、区間デリートモードを終了する。
【０１８９】
　以上の処理により、図１７のように、デリートする区間の終了ポイントを指定入力して
いる時点では、そのデリート区間の全部をリハーサル再生の対象とする動作例 5として区
間デリートが実行されることになる。
【０１９０】

　　（ｆ．区間デリート動作例 6）

　次に区間デリート動作例 6を図１８のイメージ図と図３１、図３２のフローチャートで
説明する。
　この動作例 6では、図１８に示すように、始点ポイント指定操作ＤＳにより指定入力さ
れた（もしくはジョグダイヤル２７の操作による変更された）区間デリート開始アドレス
Ａｄｓについては、そのアドレスからＴ秒間のリハーサル再生ＲＨ１が行なわれるように
し、一方、終点ポイント指定操作ＤＥで指定入力された（もしくはジョグダイヤル２７の
操作による変更された）区間デリート終了アドレスＡｄｅについては、その時点で確定さ
れている区間デリート開始アドレスＡｄｓから、その時点で入力されている区間デリート
終了アドレスＡｄｅまでのリハーサル再生ＲＨ２が行なわれるようにする。ただしリハー
サル再生ＲＨ２については、例えば区間デリート開始アドレスＡｄｓからＴ秒分と、区間
デリート終了アドレスＡｄｅまでのＴ秒分という部分のみとする。
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　すなわち、上記動作例 5ではリハーサル再生ＲＨ２はデリートされることになる全区間
を再生対象とするものとしたが、この動作例 6では、デリートされることになる区間のう
ち、最初の部分と最後の部分のみを再生対象とするものである。
【０１９１】
　ユーザーがエディットキー２９を操作することで区間デリートモードとされると、シス
テムコントローラ１１は図３１の処理を開始する。この図３１の処理で、始点ポイント指
定操作ＤＳに応じた区間デリート開始アドレスＡｄｓの設定及びそのアドレスからＴ秒間
のリハーサル再生、及び必要に応じてユーザーが行なうジョグダイヤル２７の操作に応じ
た区間デリート開始アドレスＡｄｓの変更及びそのアドレスからＴ秒間のリハーサル再生
とが行なわれ、エンター操作に応じて区間デリート開始アドレスＡｄｓが決定される。
　これらの処理がステップ F601～ F611として実行されるが、これは上記動作例 5の処理と
して図２９に示したステップ F501～ F511の処理と同様である。
【０１９２】
　なお、この動作例 6における変形例として、図１８の括弧内に示すように、始点ポイン
ト指定操作ＤＳにより指定入力された（もしくはジョグダイヤル２７の操作による変更さ
れた）区間デリート開始アドレスＡｄｓについて、そのアドレスを終点とするＴ秒間のリ
ハーサル再生ＲＨ１が行なわれるようにすることも考えられる。
【０１９３】
　ステップ F609のエンター操作によって区間デリート開始アドレスＡｄｓが決定されたら
、システムコントローラ１１の処理は図３２のステップ F612に進む。そしてユーザーが終
点ポイント指定操作ＤＥを行なうべきポイントを探させるための動作として、その時点で
確定されている区間デリート開始アドレスＡｄｓから再生動作を開始させる。
　またユーザーのサーチ操作／ポーズ（一時停止）／再生操作等に対応して、システムコ
ントローラ１１はステップ F613でサーチ（アクセス又は早送り又は早戻し）／再生ポーズ
／再生などの動作を実行させる。
【０１９４】
　ユーザーはこのように所望のポイントを探していき、区間デリートを実行する終点とし
てのポイントの音声が再生出力されたタイミングに合わせて指定キー３９を押す。即ち終
点ポイント指定操作ＤＥを行なう。するとシステムコントローラ１１の処理はステップ F6
14から F615に進み、終点ポイント指定操作ＤＥによって指定されたポイントが再生時間軸
上でみて、確定されている区間デリート開始アドレスＡｄｓよりも後ろの時点に相当する
ポイントであるかどうかを判別する。そして時間的に後ろでなければその終点ポイント指
定操作ＤＥは無効としてステップ F513に戻る。以上は上記動作例 5のステップ F515と同様
の処理である。
【０１９５】
　終点ポイント指定操作ＤＥが時間的に区間デリート開始アドレスＡｄｓよりも後ろの時
点に相当するポイントで行なわれたら、処理はステップ F616に進む。そしてその終点ポイ
ント指定操作ＤＥで指定されたポイントのアドレスを内部ＲＡＭ１１ａにおいて区間デリ
ート終了アドレスＡｄｅとして記憶する。
【０１９６】
　次にステップ F617では、区間デリート開始アドレスＡｄｓに対して光学ヘッド３のアク
セスを行なわせ、そのアドレスＡｄｓからの再生動作を開始させる。
　このステップ F617の処理により、図１８におけるリハーサル再生ＲＨ２としての動作が
開始される。
【０１９７】
　ステップ F618ではリハーサル再生ＲＨ２が区間デリート開始アドレスＡｄｓから再生時
間としてＴ秒経過したアドレス（Ａｄｓ＋Ａｄｔ）に達したか否かを監視する。またＴ秒
経過したアドレス（Ａｄｓ＋Ａｄｔ）に達していない時点でも、ステップ F620,F621 でジ
ョグダイヤル２７の操作を監視し、またステップ F622でエンター操作を監視する。
　この監視ループはステップ F626で肯定結果が得られている間、継続される。ステップ F6
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26のアクセス前とは、図１８に破線で示すアクセス、即ちＴ秒経過したアドレス（Ａｄｓ
＋Ａｄｔ）に達した後に行なわれるアクセスの実行前か否かということである。
【０１９８】
　この監視ループにおいてユーザーがジョグダイヤル２７を＋方向もしくは－方向に回し
た場合は、処理はステップ F620から F623、もしくはステップ F621から F624に進み、上述し
てき各動作例の場合と同様に、操作に応じてＲＡＭ１１ａに記憶している区間デリート終
了アドレスＡｄｅの値が更新される。
　そしてステップ F617に戻って、再び区間デリート開始アドレスＡｄｓに対して光学ヘッ
ド３のアクセスを行なわせ、そのアドレスＡｄｓからのリハーサル再生ＲＨ２を再び開始
させる。つまりジョグダイヤル１７の操作により区間デリート終了アドレスＡｄｅが変更
されると、リハーサル再生ＲＨ２については、その再生終了ポイントが変更されることに
なる。
【０１９９】
　ステップ F618で区間デリート開始アドレスＡｄｓよりＴ秒経過したアドレス（Ａｄｓ＋
Ａｄｔ）に達したことが判別されたら、ステップ F627に進み、光学ヘッド３の読出位置を
、区間デリート終了アドレスＡｄｅよりも再生時間的にＴ秒前のデータが記録されている
アドレス（Ａｄｅ－Ａｄｔ）にアクセスさせ、その位置から再生出力を開始させる。
【０２００】
　そしてステップ F619ではリハーサル再生ＲＨ２が区間デリート終了アドレスＡｄｅに達
したか否かを監視する。またアドレスＡｄｅに達していない時点では、ステップ F620,F62
1 でジョグダイヤル２７の操作を監視し、またステップ F622でエンター操作を監視する。
　この監視ループはステップ F626で否定結果が得られている間、継続されることになる。
【０２０１】
　リハーサル再生音声を聞いてユーザーが終点ポイント指定操作ＤＥで指定したポイント
が適切であると判断したら、ユーザーはエンター操作を行なうことになる。このときシス
テムコントローラ１１の処理はステップ F622から F625に進み、その時点でＲＡＭ１１ａに
保持され、入力決定された区間デリート開始アドレスＡｄｓ，区間デリート終了アドレス
Ａｄｅに基づいて規定される区間を削除するべくＵ－ＴＯＣデータの更新を行なう。そし
てその更新処理を終えたら、区間デリートが完了したことになり、区間デリートモードを
終了する。
【０２０２】
　以上の処理により、図１８のように、デリートする区間の終了ポイントを指定入力して
いる時点では、そのデリートされることになる区間のうちの最初のＴ秒と最後のＴ秒をリ
ハーサル再生の対象とする動作例 6として区間デリートが実行されることになる。
【０２０３】

　　（ｇ．区間デリート動作例 7）

　次に区間デリート動作例 7を図１９のイメージ図と図３３、図３４のフローチャートで
説明する。
　この動作例 7では、図１９に示すように、始点ポイント指定操作ＤＳにより指定入力さ
れた（もしくはジョグダイヤル２７の操作による変更された）区間デリート開始アドレス
Ａｄｓについては、そのアドレスからＴ秒間のリハーサル再生ＲＨ１が行なわれるように
し、一方、終点ポイント指定操作ＤＥで指定入力された（もしくはジョグダイヤル２７の
操作による変更された）区間デリート終了アドレスＡｄｅについては、その時点で確定さ
れている区間デリート開始アドレスＡｄｓまでのＴ秒間と、その時点で入力されている区
間デリート終了アドレスＡｄｅからのＴ秒間のリハーサル再生ＲＨ２が連続して行なわれ
るようにするものである。
【０２０４】
　ユーザーがエディットキー２９を操作することで区間デリートモードとされると、シス

10

20

30

40

50

(32) JP 3858931 B2 2006.12.20



テムコントローラ１１は図３３の処理を開始する。この図３３の処理で、始点ポイント指
定操作ＤＳに応じた区間デリート開始アドレスＡｄｓの設定及びそのアドレスからＴ秒間
のリハーサル再生、及び必要に応じてユーザーが行なうジョグダイヤル２７の操作に応じ
た区間デリート開始アドレスＡｄｓの変更及びそのアドレスからＴ秒間のリハーサル再生
とが行なわれ、エンター操作に応じて区間デリート開始アドレスＡｄｓが決定される。
　これらの処理がステップ F701～ F711として実行されるが、これは上記動作例 1の処理と
して図２１に示したステップ F101～ F111の処理と同様である。
【０２０５】
　リハーサル再生ＲＨ１での再生音声を聞いてユーザーが始点ポイント指定操作ＤＳで指
定したポイントが適切であると判断したら、ユーザーはエンター操作を行なうことになる
。このときシステムコントローラ１１の処理はステップ F709から図３４のステップ F712に
進む。そしてユーザーが終点ポイント指定操作ＤＥを行なうべきポイントを探させるため
の動作として、その時点で確定されている区間デリート開始アドレスＡｄｓから再生動作
を開始させる。
【０２０６】
　そしてステップ F713でユーザーのサーチ操作／ポーズ（一時停止）／再生操作等に対応
して、システムコントローラ１１はステップ F714でサーチ（アクセス又は早送り又は早戻
し）／再生ポーズ／再生などの動作を実行させ、またステップ F702での終点ポイント指定
操作ＤＥを監視する。
　そして終点ポイント指定操作ＤＥによって指定されたポイントが再生時間軸上でみて、
確定されている区間デリート開始アドレスＡｄｓよりも後ろの時点に相当するポイントで
あれば、ステップ F715から F716に進み、その終点ポイント指定操作ＤＥで指定されたポイ
ントのアドレスを内部ＲＡＭ１１ａにおいて区間デリート終了アドレスＡｄｅとして記憶
する。
【０２０７】
　次にステップ F717では、区間デリート開始アドレスＡｄｓよりも再生時間軸上でＴ秒前
となるアドレス（Ａｄｓ－Ａｄｔ）を算出し、そのアドレス（Ａｄｓ－Ａｄｔ）に対して
光学ヘッド３のアクセスを行なわせ、そのアドレス（Ａｄｓ－Ａｄｔ）からの再生動作を
開始させる。
　このステップ F717の処理により、図１９におけるリハーサル再生ＲＨ２としての動作が
開始される。
【０２０８】
　ステップ F717の時点からはリハーサル再生ＲＨ２として、ディスク１からの高速レート
でのデータ読出及びその読出データのバッファメモリ１３への蓄積、さらには低速レート
でのバッファメモリ１３からの読出及び再生音声出力動作が開始されることになるが、ス
テップ F718では、ディスク１からのデータ読出及びその読出データのバッファメモリ１３
への蓄積動作が、区間デリート開始アドレスＡｄｓにまで達したか否かを監視する。
　そして区間デリート開始アドレスＡｄｓにまでの音声データがバッファメモリ１３へ書
き込まれた時点でステップ F719に進み、光学ヘッド３を区間デリート終了アドレスＡｄｅ
までアクセスさせる。そしてアドレスＡｄｅからのデータ読出／バッファメモリ１３への
書込を開始させる。
【０２０９】
　ディスク１からバッファメモリ１３までのデータ転送レートとバッファメモリ１３から
音声出力段階までのデータ転送レートの差により、ステップ F719の処理を終えた時点では
、まだ実際の再生音声は区間デリート開始アドレスＡｄｓの音声データにまでは達してい
ない。
【０２１０】
　ところが、すでに区間デリート終了アドレスＡｄｅからの音声データはステップ F719以
降、すでにディスク１から読み出されて区間デリート開始アドレスＡｄｓの音声データに
続く音声データとしてバッファメモリ１３に蓄積されていっている。従ってバッファメモ
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リ１３からの読出及び再生出力がそのまま通常通り継続されていくことで、区間デリート
開始アドレスＡｄｓの音声データによる音声に続いて、区間デリート終了アドレスＡｄｅ
からの音声データによる音声がとぎれなく出力されることになる。
【０２１１】
　再生音声が区間デリート開始アドレスＡｄｓの音声データによる音声となった時点では
ステップ F720から F721に進み、Ｔ秒間をカウントするタイマＴをセット／スタートさせる
。
　そしてステップ F722でタイマＴのタイムオーバーを監視し、またステップ F723,F724 で
ジョグダイヤル２７の操作を監視し、さらにステップ F725でエンター操作を監視する。
【０２１２】
　ステップ F722でタイマＴのタイムオーバーが検出されたら、ステップ F717に戻って区間
デリート開始アドレスＡｄｓに対してＴ秒前となるアドレス（Ａｄｓ－Ａｄｔ）からのリ
ハーサル再生ＲＨ２としての動作を再度開始させる。
【０２１３】
　リハーサル再生ＲＨ２の実行中にユーザーがジョグダイヤル２７を＋方向もしくは－方
向に回した場合は、処理はステップ F723から F726、もしくはステップ F724から F727に進み
、上述してき各動作例の場合と同様に、操作に応じてＲＡＭ１１ａに記憶している区間デ
リート終了アドレスＡｄｅの値が更新される。
【０２１４】
　そしてステップ F717に戻って、再び区間デリート開始アドレスＡｄｓのＴ秒前となるア
ドレス（Ａｄｓ－Ａｄｔ）に対して光学ヘッド３のアクセスを行なわせ、そのアドレスＡ
ｄｓからのリハーサル再生ＲＨ２を再び開始させる。
　このようにジョグダイヤル１７の操作により区間デリート終了アドレスＡｄｅが変更さ
れると、リハーサル再生ＲＨ２については、ステップ F719でのアクセスポイントが変更さ
れることになる。
【０２１５】
　リハーサル再生音声を聞いてユーザーが終点ポイント指定操作ＤＥで指定したポイント
が適切であると判断したら、ユーザーはエンター操作を行なうことになる。このときシス
テムコントローラ１１の処理はステップ F725から F728に進み、その時点でＲＡＭ１１ａに
保持され、入力決定された区間デリート開始アドレスＡｄｓ，区間デリート終了アドレス
Ａｄｅに基づいて規定される区間を削除するべくＵ－ＴＯＣデータの更新を行なう。そし
てその更新処理を終えたら、区間デリートが完了したことになり、区間デリートモードを
終了する。
【０２１６】
　以上の処理により、図１９のように、デリートする区間の終了ポイントを指定入力して
いる時点では、そのデリートされることになる区間の直前のＴ秒部分と直後のＴ秒部分が
リハーサル再生の対象とされ、しかも、これらがとぎれなく継続して再生される動作例 7
として区間デリートが実行されることになる。
　つまりこの場合は、リハーサル再生ＲＨ２は、区間デリート編集を実行した後における
再生状態をユーザーに提示することになり、ユーザーは区間デリート編集実行前において
、区間デリート編集実行後の状態を確認できる。
【０２１７】

　　（ｈ．区間デリート動作例 8）

　次に区間デリート動作例 8を図２０のイメージ図と図３５、図３６のフローチャートで
説明する。
　この動作例 8では、図２０に示すように、始点ポイント指定操作ＤＳにより指定入力さ
れた（もしくはジョグダイヤル２７の操作による変更された）区間デリート開始アドレス
Ａｄｓについては、そのアドレスを終点とするＴ秒間のリハーサル再生ＲＨ１が行なわれ
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るようにし、一方、終点ポイント指定操作ＤＥで指定入力された（もしくはジョグダイヤ
ル２７の操作による変更された）区間デリート終了アドレスＡｄｅについては、その時点
で確定されている区間デリート開始アドレスＡｄｓまでのＴ秒間と、その時点で入力され
ている区間デリート終了アドレスＡｄｅからのＴ秒間のリハーサル再生ＲＨ２が連続して
行なわれるようにするものである。
【０２１８】
　ユーザーがエディットキー２９を操作することで区間デリートモードとされると、シス
テムコントローラ１１は図３５の処理を開始する。この図３５の処理で、始点ポイント指
定操作ＤＳに応じた区間デリート開始アドレスＡｄｓの設定及びそのアドレスを終点とし
たＴ秒間のリハーサル再生が行なわれ、また必要に応じてユーザーが行なうジョグダイヤ
ル２７の操作に応じた区間デリート開始アドレスＡｄｓの変更及びそのアドレスを終点と
したＴ秒間のリハーサル再生とが行なわれる。そしてエンター操作に応じて区間デリート
開始アドレスＡｄｓが決定される。
　これらの処理がステップ F801～ F810として実行されるが、これは上記動作例 3の処理と
して図２５に示したステップ F301～ F310の処理と同様である。
【０２１９】
　ステップ F808のエンター操作によって区間デリート開始アドレスＡｄｓが決定されたら
、システムコントローラ１１の処理は図３６のステップ F811に進む。そしてユーザーが終
点ポイント指定操作ＤＥを行なうべきポイントを探させるための動作として、その時点で
確定されている区間デリート開始アドレスＡｄｓから再生動作を開始させる。
【０２２０】
　そして以降の処理として、ユーザーのサーチ操作／ポーズ（一時停止）／再生操作等経
の対応 (F812)、終点ポイント指定操作ＤＥの監視 (F813)を行なう。
　終点ポイント指定操作ＤＥによって指定されたポイントが再生時間軸上でみて、確定さ
れている区間デリート開始アドレスＡｄｓよりも後ろの時点に相当するポイントであれば
、ステップ F814から F815に進み、その終点ポイント指定操作ＤＥで指定されたポイントの
アドレスを内部ＲＡＭ１１ａにおいて区間デリート終了アドレスＡｄｅとして記憶する。
【０２２１】
　その後ステップ F816～ F827において、デリートされることになる区間の直前のＴ秒部分
と直後のＴ秒部分が連続して再生出力されるリハーサル再生ＲＨ２が行なわれ、またジョ
グダイヤル２７の操作に応じて区間デリート終了アドレスＡｄｅが変更されるとともに、
それに応じたリハーサル再生ＲＨ２が行なわれていく。そしてユーザーがエンター操作を
行なうことに応じて、その時点でＲＡＭ１１ａに保持され、入力決定された区間デリート
開始アドレスＡｄｓ，区間デリート終了アドレスＡｄｅに基づいて規定される区間を削除
するべくＵ－ＴＯＣデータの更新が行なわれる。そしてその更新処理を終えたら、区間デ
リートが完了したことになり、区間デリートモードを終了する。以上の処理は上記動作例
7として図３４に示したステップ F712～ F728の処理と同様である。
【０２２２】
　以上の図３５、図３６の処理により、図２０のように、デリートする区間の終了ポイン
トを指定入力している時点では、そのデリートされることになる区間の直前のＴ秒部分と
直後のＴ秒部分がリハーサル再生の対象とされ、しかも、これらがとぎれなく継続して再
生される動作例 7として区間デリートが実行されることになる。
　つまりこの場合もリハーサル再生ＲＨ２は、区間デリート編集を実行した後における再
生状態をユーザーに提示することになり、ユーザーは区間デリート編集実行前において、
区間デリート編集実行後の状態を確認できる。
【０２２３】

＜８．他の区間デリート処理例＞

　ところで以上の説明では、区間デリート処理は或るトラックにおける一部を削除する動
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作モードとして説明してきたが、上記各動作例における処理により、複数トラックにまた
がった区間を削除することもできる。
　図３７にそのような区間デリート処理の様子を示す。
【０２２４】
　図２７（ａ）のように第１トラックＭ 1  ～第４トラックＭ 4  が記録されている場合に、
ユーザーが第２トラックＭ 2  の途中で始点ポイント指定操作ＤＳを行ない、また第４トラ
ックＭ 4  の途中で終点ポイント指定操作ＤＥを行なったとする。このような場合、再生時
間軸で見て始点ポイント指定操作ＤＳで指定されたポイントから終点ポイント指定操作Ｄ
Ｅで指定されたポイントまでを削除するようにすればよい。
　即ち図３７（ｂ）のように第２トラックＭ 2  の後半部分、第３トラックＭ 3  、第４トラ
ックＭ 4  の途中までの部分としての区間を削除し、フリーエリアＦ 1  として扱われるよう
にＵ－ＴＯＣセクター０のデータを更新する。
【０２２５】
　このような複数トラックにまたがった区間デリートも可能とすることで、ユーザーにと
ってより編集作業の効率化が実現されることになる。
【０２２６】
　また図３８も複数トラックにまたがった区間デリート処理の様子を示している。この場
合、図３８（ａ）のように、ディスク上では物理的には、第１トラックＭ 1  、第３トラッ
クＭ 3  、第５トラックＭ 5  、第２トラックＭ 2  、第４トラックＭ 4  という順序で記録が行
なわれている。もちろん再生は第１トラックＭ 1  、第２トラックＭ 2  、第３トラックＭ 3  
、第４トラックＭ 4  、第５トラックＭ 5  の順序で行なわれる。
【０２２７】
　このような場合に、ユーザーが第２トラックＭ 2  の途中で始点ポイント指定操作ＤＳを
行ない、また第３トラックＭ 3 4の途中で終点ポイント指定操作ＤＥを行なったとする。す
ると、再生時間軸で見て始点ポイント指定操作ＤＳで指定されたポイントから終点ポイン
ト指定操作ＤＥで指定されたポイントまでを削除するようにすればよいため、図３８（ｂ
）に斜線を付した部分である、第２トラックＭ 2  の後半部分と、第３トラックＭ 3  の前半
部分がそれぞれ削除され、フリーエリアＦ 1  ，Ｆ 2  として扱われるようにＵ－ＴＯＣセク
ター０のデータが更新されることになる。
【０２２８】
　なお実施の形態としてはミニディスクシステムにおいて本発明を適用した例をあげたが
、本発明は音声データや映像データなど、時間的に連続するデータが記録されると共に、
そのデータの記録／再生動作を管理するための管理情報が記録される各種の記録媒体シス
テムに対する編集装置として実現可能である。
【図面の簡単な説明】
【０２２９】
【図１】本発明の実施の形態の記録再生装置の外観図である。
【図２】実施の形態の記録再生装置のブロック図である。
【図３】ミニディスクのクラスタフォーマットの説明図である。
【図４】ミニディスクのＵ－ＴＯＣセクター０の説明図である。
【図５】ミニディスクのＵ－ＴＯＣセクター０のリンク形態の説明図である。
【図６】ミニディスクのＵ－ＴＯＣセクター１の説明図である。
【図７】ミニディスクのＵ－ＴＯＣセクター２の説明図である。
【図８】実施の形態の区間デリート処理の説明図である。
【図９】実施の形態のＵ－ＴＯＣセクター０の管理例の説明図である。
【図１０】実施の形態の区間デリート処理後のＵ－ＴＯＣセクター０の管理例の説明図で
ある。
【図１１】実施の形態の区間デリート処理時のリハーサル再生動作の説明図である。
【図１２】実施の形態の区間デリート処理時の他のリハーサル再生動作の説明図である。
【図１３】実施の形態の区間デリート動作例 1の説明図である。
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【図１４】実施の形態の区間デリート動作例 2の説明図である。
【図１５】実施の形態の区間デリート動作例 3の説明図である。
【図１６】実施の形態の区間デリート動作例 4の説明図である。
【図１７】実施の形態の区間デリート動作例 5の説明図である。
【図１８】実施の形態の区間デリート動作例 6の説明図である。
【図１９】実施の形態の区間デリート動作例 7の説明図である。
【図２０】実施の形態の区間デリート動作例 8の説明図である。
【図２１】実施の形態の区間デリート動作例 1のフローチャートである。
【図２２】実施の形態の区間デリート動作例 1のフローチャートである。
【図２３】実施の形態の区間デリート動作例 2のフローチャートである。
【図２４】実施の形態の区間デリート動作例 2のフローチャートである。
【図２５】実施の形態の区間デリート動作例 3のフローチャートである。
【図２６】実施の形態の区間デリート動作例 3のフローチャートである。
【図２７】実施の形態の区間デリート動作例 4のフローチャートである。
【図２８】実施の形態の区間デリート動作例 4のフローチャートである。
【図２９】実施の形態の区間デリート動作例 5のフローチャートである。
【図３０】実施の形態の区間デリート動作例 5のフローチャートである。
【図３１】実施の形態の区間デリート動作例 6のフローチャートである。
【図３２】実施の形態の区間デリート動作例 6のフローチャートである。
【図３３】実施の形態の区間デリート動作例 7のフローチャートである。
【図３４】実施の形態の区間デリート動作例 7のフローチャートである。
【図３５】実施の形態の区間デリート動作例 8のフローチャートである。
【図３６】実施の形態の区間デリート動作例 8のフローチャートである。
【図３７】実施の形態の他の区間デリート動作例の説明図である。
【図３８】実施の形態の他の区間デリート動作例の説明図である。
【図３９】従来の部分削除のための編集手順の説明図である。
【符号の説明】
【０２３０】
　１　ディスク、３　光学ヘッド、６ａ　磁気ヘッド、８　エンコーダ／デコーダ部、１
１　システムコントローラ、１１ａ　ＲＡＭ、１２　メモリコントローラ、１３　バッフ
ァメモリ、１４　エンコーダ／デコーダ部、１９　操作部、２０　表示部、２７　ジョグ
ダイヤル、２９　エディットキー、３１　イエスキー、３９　指定キー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(38) JP 3858931 B2 2006.12.20



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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